
 

1 

令和４年 第３回沼田町議会定例会 会議録 
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５．教育委員会教育長の委任を受けて出席した説明員 

  教育課長     三 浦   剛  君 
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７．付議案件は次のとおり 

 

（議件番号） 

 

 

 

 

認 定 第 １ 号 

認 定 第 ２ 号 

 

 

議案第６１号 

議案第６２号 

 

議案第６３号 

議案第６４号 

議案第６５号 

議案第６６号 

議案第６７号 

 

議案第６８号 

議案第６９号 

同 意 第 ４ 号 

同 意 第 ５ 号 

議案第７０号 

 

議案第７１号 

発 議 第 ２ 号 

陳 情 第 ３ 号 

 

意見案第４号 

（件   名） 

会議録署名議員の指名 

会期の決定 

議長の諸般報告 

産業福祉常任委員会所管事務調査報告 

令和３年度沼田町一般会計等歳入歳出決算認定について 

令和３年度沼田町水道事業会計歳入歳出決算認定について 

町長の一般行政報告並びに教育長の教育行政報告 

一般質問 

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

沼田町移住定住体験住宅条例の一部を改正する条例について 

令和４年度沼田町一般会計補正予算について 

令和４年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予算について 

令和４年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計補正予算について 

令和４年度沼田町高齢者グループホーム特別会計補正予算につい

て 

令和４年度沼田町公共下水道特別会計補正予算について 

令和４年度沼田町水道事業会計補正予算について 

教育委員会教育長の任命について 

教育委員会委員の任命について 

あるくらす高齢者住宅Ａ棟新築工事（建築主体工事）の請負契約に

ついて 

令和４年度沼田町一般会計補正予算について 

北方領土へのビザなし交流と自由訪問の再開を求める決議 

国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書提出を求める

陳情について 

国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書（案）について 
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開 会   午前１０時００分 

   

（ 開 会 宣 言 ） 

○議長（小峯聡議長）只今の出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、

本日を以って招集されました令和４年第３回沼田町議会定例会を開会します。本日

の議事日程はお手元に配布のとおりであります。 

   

（ 会議録署名議員の指名 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議

員は、会議規則第１２５条の規定により、７番、長野議員、１０番、大沼議員を指

名いたします。 

   

（ 会期の決定 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第２、会期の決定を議題と致します。会期につきまして

は、議会運営委員会で審議されておりますので、議会運営委員長から報告願います。

久保委員長。 

 

（ 議会運営委員会報告 久保委員長登壇 ） 

○委員長（久保元宏委員長）おはようございます。令和４年第３回沼田町議会定例

会の会期につきまして、議会運営委員会の審議結果を申し上げます。去る９月８日

午後２時より議会運営委員と議長出席のもとに、議会運営委員会を開催致しました。

議会事務局より今定例会の提出議案等の概要について説明を受けるとともに、議長

からの諮問事項を受けたところであります。これによりますと、今定例会に提出さ

れる案件は、議長の諸般報告７件、委員会報告１件、町長の行政報告、教育長の行

政報告、町長から付議された案件が、決算認定２件、条例改正３件、令和４年度補

正予算６件、人事案件２件であります。町長と教育長に対する一般質問が、６人８

件、このほか、閉会中に議長に提出されました陳情１件を上程するものとして意見

の一致を見たところであります。以上、付議事件全般について審議しました結果、

今定例会の会期としましては、本日１５日から１６日までの２日間とし、意見の一

致をみております。以上申し上げまして、議会運営委員会の報告と致します。 

○議長（小峯聡議長）委員長の報告が終わりました。お諮り致します。本定例会の

会期は委員長の報告のとおり本日から１６日までの２日間に致したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、会期は本日から１６日まで
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の２日間に決定しました。 

 

（ 諸 般 報 告 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第３、議長の諸般報告については、前定例会以降の議会

の動静、例月出納検査結果報告書、更に健全化判断比率報告書と資金不足比率報告

書を提出いたしましたのでご覧願います。 

 

（ 産業福祉常任委員会 所管事務調査報告 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第４、産業福祉常任委員会所管事務調査報告を議題とい

たします。委員長の報告を求めます。上野委員長。 

（ 上野委員長 登壇 ） 

○委員長（上野敏夫委員長）産業福祉常任委員会所管事務調査報告。本委員会は、

申し出た案件について調査を終了したので、その結果を次のとおり会議規則第７７

条の規定により報告する。 

［以下、議案意見書を朗読］ 

○議長（小峯聡議長）委員長の報告が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。お諮りいたします。

本件は、委員長の報告の通り受理する事に御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、本件は委員長報告の通り受

理することに決定しました。 

 

（令和３年度沼田町一般会計等歳入歳出決算認定） 

○議長（小峯聡議長）日程第５、認定第１号、令和３年度沼田町一般会計等歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。本件は、決算特別委員会で審査すること

にいたしたいので、簡潔に提案の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（村中博隆課長）認定第１号、令和３年度沼田町一般会計等歳入歳

出決算認定について。地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度沼田

町一般会計等歳入歳出決算を別紙、監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。

令和４年９月１５日提出。町長名でございます。以上です。 

○議長（小峯聡議長）次に、監査委員からの決算審査報告を求めます。中村代表監

査委員。 

（中村保夫代表監査委員 登壇） 



 

5 

○代表監査委員（中村保夫委員）令和３年度沼田町歳入歳出決算審査意見書。地方

自治法第２３３条第２項の規定によって、令和３年度沼田町一般会計及び各特別会

計歳入歳出決算並びに関係帳簿、証書類を審査した結果、その意見は下記のとおり

である。 

［以下、議案意見書を朗読］ 

○議長（小峯聡議長）監査委員の報告が終わりました。お諮りいたします。本件に

ついては、議長、監査委員を除く、議員８名による決算特別委員会を設置し、これ

を付託して、次期定例会までの閉会中の継続審査にすることにいたしたいと思いま

す。更に本特別委員会に地方自治法第９８条第１項の規定による検閲、検査権を付

与いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、本件は決算特別委員会を設

置し、これに地方自治法第９８条第１項の規定による検閲、検査権を付与して、そ

の審査を付託し、次期定例会までの閉会中の継続審査とすることに決定しました。 

 

（令和３年度沼田町水道事業会計歳入歳出決算認定） 

○議長（小峯聡議長）日程第６、認定第２号、令和３年度沼田町水道事業会計歳入

歳出決算認定についてを議題といたします。本件は決算特別委員会で審査すること

にいたしたいので、簡潔に提案の説明を求めます。建設課長。 

○建設課長（瀧本周三課長）認定第２号、令和３年度沼田町水道事業会計歳入歳出

決算認定について。地方公営企業法第３０条第４項の規定により、令和３年度沼田

町水道事業会計歳入歳出決算を別紙、監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。

令和４年９月１５日提出。町長名でございます。以上でございます。 

○議長（小峯聡議長）次に監査委員の決算審査報告を求めます。中村代表監査委員。 

（中村保夫代表監査委員 登壇） 

○代表監査委員（中村保夫委員）令和３年度沼田町水道事業会計決算審査意見書。

地方公営企業法第３０条第２項の規定によって、令和３年度沼田町水道事業会計の

決算並びに関係帳簿、証書類を審査した結果、その意見は下記のとおりである。 

［以下、議案意見書を朗読］ 

○議長（小峯聡議長）監査委員の報告が終わりました。お諮りいたします。本件に

ついては、議長、監査委員を除く議員８名による決算特別委員会を設置し、その審

査を付託して、次期定例会までの閉会中の継続審査にいたしたいと思います。更に

本特別委員会に地方自治法第９８条第１項の規定による検閲、検査権を付与いたし

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、本件は決算特別委員会を設

置し、これに地方自治法第９８条第１項の規定による検閲、検査権を付与して、そ

の審査を付託し、次期定例会までの閉会中の継続審査とすることに決定しました。 

 

（町長の一般行政報告並びに教育長の教育行政報告） 

○議長（小峯聡議長）日程第７、町長の一般行政報告並びに教育長の教育行政報告

を議題といたします。始めに町長。 

（横山町長 登壇） 

○町長（横山茂町長）おはようございます。本日ここに第３回定例会を招集したと

ころ議員各位の参加を頂き、開催できます事に心から御礼を申し上げます。早速で

ありますが一般行政報告を述べさせて頂きます。 

（以下、一般行政報告を朗読） 

○議長（小峯聡議長）次に教育長。 

（吉田教育長 登壇） 

○教育長（吉田憲司教育長）続きまして、教育行政報告を行います。 

（以下、教育行政報告を朗読） 

○議長（小峯聡議長）以上で、町長の一般行政報告並びに教育長の教育行政報告を

終わります。ここで暫時休憩といたします。再開は午後１時といたします。議員の

皆様は１１時１０分から全員協議会を開きますので議員控室にお集まり下さい。 

午前１１時０３分 休憩 

 

午後 １時００分 再開 

（ 一 般 質 問 ） 

○議長（小峯聡議長）それでは再開いたします。日程第７、一般質問を行います。

通告順に発言を許します。議席番号６番、伊藤議員。人口減少対策はについて質問

してください。 

○６番（伊藤淳議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。伊藤議員。 

○６番（伊藤淳議員）はい。６番、伊藤です。よろしくお願いいたします。人口減

少対策ということで質問をさせていただきます。この質問につきましては、令和元

年の第４回定例会で同様の質問をさせていただいております。そのとき町長は、総

合戦略の中の全力宣言プロジェクトの中から持続可能プロジェクトと、それから世

界に発信プロジェクトのこの２つの宣言を用いながら、できる限りリーダーシップ

を取って対応していきたいというような答弁をいただいたところでございます。町

は、今日の一般行政報告で述べられたように、社会増減率が空知管内でも１位だっ
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たということで、移住定住の促進ですとか、それから関係人口の拡大を進めて、そ

の成果も出しているというふうに考えております。社会研の令和２年度の人口推計

が２，７８６人、令和２年度、２，７８６人であったことを考えますと、令和４年

の現在においてでも、約２，９００人でありますので、町長をはじめ職員の方々の

各事業への創意工夫ですとか努力によって、人口減少のスピードは緩やかになって

いるのかなというふうにも思っております。そうは申しましても、沼田町の人口は

令和２年の２月に３，０００人を割りまして、その後も、今２，９００人と申しま

したけれども、減少傾向は続いておると。そのことが沼田町の財政や事業に対する

影響も出てくるんではないかなというふうに思っております。沼田町の第６次総合

計画において、社会研の人口推計では、２０年後に沼田町の人口は２，０００人を

下回るというふうに試算をされております。この試算どおりになれば、今緩やかに

なっていると言ったばっかりですけれども、仮にこの試算どおりになれば、町の予

算規模も縮小され、負債償還ですとか基金の減少など、財政に与える影響も大きく

なるというふうにも考えております。さらに、計画策定時には想定していなかった

ＪＲ留萌本線の廃止の決定により、公共交通の一つである鉄道事業が撤退すること

によって、人口減少に拍車がかかるんじゃないかな、そういったような危惧もして

いるところです。持続可能なまちづくりを遂行するために、現在の状況とそれから

人口減少対策を今後どのようにお考えになられているのか伺いたいと思います。ま

ず１つ目に、現在の沼田町の人口動態をどのように捉えられているのか。２つ目に

は、近年の出生数の状況、それから３つ目には、今後の対応や対策をどのように考

えられておられるのか。この３点をまずお伺いいたします。 

○町長（横山茂町長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）はい。伊藤議員の質問に回答させていただきたいというふう

に思います。まずは１点目の質問でありますが、沼田町の現在の人口動態をどのよ

うに捉えているかということでありますが、直近の令和３年の数字を御報告をした

上で述べさせていただきたいと思いますけども、まず、転入が１０７、転出が９９

でプラス８を確保できたところであります。一方で、自然増減でありますが、出生

が１５、死亡が４７とマイナス３２で、トータル人口増減がマイナス１７という状

況となっております。近隣の自治体の細かな数字までは述べませんが、人口増減に

ついては深川市が４２９、それから、それから妹背牛町が７２、それから秩父別町

が３５、北竜町は４３、それぞれマイナスという状況であります。北空知地域、経

済構造が類似する、そういう状況で比較をしたとしましたら、人口減少のスピード

は、本町は遅く、断然遅いというふうに認識をしているところであります。この結

果については、これまでに取り組んできた子育て支援策、あるいは移住定住の取組
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の効果が上がっているというふうに思っているところであります。参考までに、令

和元年の年に開催されました全道規模の会議で、御存じかと思いますけど、地域エ

コノミスト、日本総合研究所の主任研究員であります藻谷浩介さん、この方がじき

じきに、沼田町は人口動態の推移から、北海道注目すべき町というふうに紹介をい

ただいた経過もあるところであります。２点目の質問であります。出生数、近年の

出生数についてでありますが、令和３年までの５年間、これ平均値でちょっと数値、

出してみたところですけども、沼田町においては１５．８人、それから深川が８０．

８人、妹背牛が８．０、秩父別１２．０、北竜９．６というふうになっているとこ

ろであります。しかし、このコロナ禍が進み、今年は１桁の出生見込みの状況の見

込みでありまして、今後、学校教育における環境などを考えたとき、一学年一学級

の人数の確保が必要と考えまして、出生数と併せて子育て世帯の移住促進をより強

力に推進をしていきたいというふうに考えているところであります。ちなみに、９

月末予定でありますけども、本町に胆振地方から北竜地区に、沼田北竜ですね、北

竜地区に子供５名を含む７人家族が住宅を新築して移住予定でありますし、引き続

き、安心して子育てがしやすい環境づくりに努力をしていきたいというふうに思っ

てます。今後の対応・対策でありますが、まず、沼田町の総合戦略の人口ビジョン

と比較すると、２０２０年３月３１日現在で、実際の人口よりは多い状況で推移を

しているところであります。また、令和４年３月３１日現在で２，９１４人という

ことで、この２年間で６８人の減で、自然増減の要因が大きいものの、令和３年の

社会増減で転入が転出を上回る、一定の成果が見える状況となっているところであ

ります。ただ、伊藤議員から質問にあったように、２０年後には２，０００人を割

る、４０年後には１，０００人規模になってしまう、そのような推計値が出されて

いるところでありますので、今後の対応について、非常に危惧をするところでもあ

ります。特に今年度に入って出生数が極端に減少することが予想されるなど、コロ

ナ禍による経済活動や人流の停滞が続くことが懸念されることから、今後の対応と

しては、移住定住施策の充実を継続しつつも、本町としては食料貯蔵流通基地構想

や農業分野における産業クラスター化、それと沼田版シリコンバレー構想など、産

業を集積した新たな雇用の場を創出し、人材を呼び込むための取組を開始してまい

りたいというふうに考えています。また、来年４月オープン予定の自然学校、ある

いは化石など地質学に関する学校の誘致など、地域資源を生かした、世界に誇れる

環境をつくり出すことで、町外から人を呼び込めるよう、雇用と、それから人材の

確保、そして沼田ならではの観光を組み合わせながら、沼田の優位性を最大限に世

界に発信することに着手してまいりたいというふうに考えています。いずれにして

も、今が踏ん張りどきだというふうに思っています。オール沼田で産業の創出と人

材の誘致、そして人材の育成、いわゆる教育に全力で取り組み、我が町ならではの
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資源をフルに活用して、誰しもがうらやむような、そんな沼田町をつくり上げるた

めに、今後とも努力してまいりたいというふうに思います。以上です。 

○６番（伊藤淳議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。伊藤議員。 

○６番（伊藤淳議員）今御答弁いただいたとおりに、人口減少のスピードが遅いと、

緩いというのは、本当に我々議員としても、本当に称賛に値する町の行政だなとい

うふうに思ってございますけれども、ただほかの町よりもいいからいいということ

ではないというふうに思っておりますし、日本全体が少子高齢化になっている中で、

沼田だけが人口が増えていくというのも、非現実的なことなのかもしれませんけれ

ども、そこをいかに食い止めていくかっていうのは、やっぱりここは行政の手腕に

なってくるかなというふうに思っております。先ほど今が踏ん張りどころというよ

うなお話ありましたけれども、まさに私もそう思っておりまして、仮に２，０００

人を切るような人口になった場合、予算規模がどれぐらいなのか、私にはちょっと

想定もできませんけれども、大変申し訳ないんですけれども、今年の当初予算の一

般会計、北竜町さんが１，８００人ぐらいの部分でしたので、ちょっと比較させて

いただきますけれども、一般会計のみで言いますと、北竜町が約１，８００人弱で

３６億円、沼田町は２，９００人で５７億円ということで、単純に比較はできませ

んけれども、約２０億円の開きが一般会計の部分だけであるということになります。

ＪＲ留萌本線も３年後に撤退することが決定している。そういった意味では、町長

は北空知圏の公共交通の見直しも全体で視野に入れながら、これから議論しなきゃ

いけないんだというようなことでお話しされておりましたけれども、公共交通だけ

でなく、人口の割合から見てのまちづくりというのも、これＪＲの関係も含めて、

全体を見直しをするべきではないかなというふうに私は考えております。町長は以

前から子供たちに負担を残さないようなお考えもお話しされておりました。公共施

設の建設ですとか改修、今後も計画的に行わなければならない状況でありますし、

福祉や教育、産業ですとか人口対策、それらにも財源が必要とする中で、人口減少

による財政の見通しを再構築する必要性がないのか。それらを総合戦略ですとか総

合計画の中で見直していくというようなお考えがないのかどうかをまず１点目、伺

います。それから、出生数のお話、いただきましたけれども、これは何年から何年

の平均でしたか、５か年は。（「平成２９年から令和３年」の声あり）令和３年です

ね。今年の数字、町長、おっしゃいませんでしたけど、１桁というようなお話しさ

れてましたけれども、私の情報によりますと、約３人ではないかというような状況

を伺っております。平均１５人いた子供たちが、その学年は３人だということで、

これ町長に責任も何もないわけですけれども、たまたま今年がそういう年であった

というような分であればよろしいんですが、子供が産まれないというのは、こうい
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う言い方、産まれないという言い方がいいのかどうか分かりませんけれども、これ

は町の根幹に関わる部分だと思いますし、財政の分野を別にしてでも、子供の出生

っていうのは町に活気と笑顔をもたらしてくれる、そういうもんだと思っておりま

す。町も様々な事業、出産に関する事業ですとか、いろんな部分で手厚く支援をし

ておりますけれども、安定して出産、育児していただくことが、そういう方がいら

っしゃることが町の存続に大きく影響するというふうに思いますけれども、こうい

った子供が産まれない状況っていうんですか。急に少なくなってしまう。また、こ

れからもどうなるか分からないという状況を、町長はどういうふうに考えられてい

るのか、その点についても伺いたいと思います。まず、その２点でお願いします。 

○町長（横山茂町長）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）はい。２点の御質問がありましたので、改めて回答させてい

ただきたいと思いますが、まず１点目ですね。今後の人口動態等々を考えた上で、

それぞれ計画について見直しをすべきでなかろうかという質問であったかと思いま

すが、本町においては町の総合振興計画がございまして、令和元年から今４年目で

あります。来年、令和５年から後期４年間ということでありますんで、そのことを

踏まえて、様々な観点から計画について再検討する時期であろうというふうに思っ

てますので、そのことを踏まえて整理をしていきたいなというふうに思っています。

それから２点目ですが、子供が産まれない状況については、これコロナ禍だけの問

題ではなくて、今後のまちづくりにおいては非常に重要な問題でありますので、こ

のことを踏まえて、今後のより子育てをしやすい環境づくりというのは、本当に緊

急的な課題であろうというふうに捉えているところであります。そのことを踏まえ

て、内部において今後の対策についてどうあるべきか、その点を踏まえて検討はし

ていきたいなというふうに思ってます。以上です。 

○６番（伊藤淳議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。伊藤議員。 

○６番（伊藤淳議員）はい。子育て施策に関しましては、私、方向性としては間違

ってないだろうなというふうに思っておりますけど、もう一つ、二つ、やっぱり手

段が必要になってくるんだろうなっていうふうに思っております。それが結婚に対

することなのか、雇用に対することなのか、住環境だとか、いろんな部分で、私も

分かりませんけれども、今町長が言っていただいたとおり、何が足りないかってい

うこの４年間、町長在籍されて４年間のまず、そこでの検証というか、総括をして、

次の計画にぜひ盛り込んでいただきたいなと。来年の予算にでも盛り込んでいただ

きたいなというふうに思っておりますし、今関係人口ですとか、そういった部分で

もいろいろと沼田町、努力しているところありますけれども、関係人口の拡大はも
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ちろんやらなきゃいけないですけれども、そういった方が本当に沼田に定住してく

れるまで、関係人口とはちょっと趣旨は違うかもしれませんけれども、そういった

施策等も、そういった方々が活躍するような事例もたくさんできるような環境整備

を整えていただきたいなというふうにも思ってございます。あと個別の案件になり

ますけども、例えば、私も聞いた話でしかありませんけれども、例えば農協さんの

名前出して申し訳ないですけれども、農協に入社したときにどこに配属されるか分

からないので、取りあえず秩父別だとか深川に住居を構えるというようなことも、

ちらっと聞いたことがあります。そのことで、沼田にも支所があるわけですけれど

も、どういうような対応できるかどうか分かりませんけれども、農業さんあたりに

も協力を仰ぐだとか、そんなことができるかどうか分かりませんけれども、そうい

ったことも要請してみたらどうかなあというようなことも考えていたりもしており

ますし、様々な、私が言い尽くせない様々な方法があろうかと思いますので、その

点についても検討していただけるようお願いしたいと思いますけれども、町長のほ

う答弁、よろしくお願いいたします。 

○町長（横山茂町長）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）今の町外に住まれる方の件については、我々も以前からそう

いう分では、我が町に居住していただけるように働きかけをさせていただいている

ところでありますが、改めてその点も踏まえて要請をさせていただきたいというふ

うに思ってます。以上です。 

○６番（伊藤淳議員）はい。終わります。 

 

○議長（小峯聡議長）はい。次に、議席番号３番、久保議員。札沼線跡に北海道新

幹線を延伸し貨物化で活性化をについて質問してください。 

○３番（久保元宏議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。久保議員。 

○３番（久保元宏議員）この夏、夜高あんどんが３年ぶりに盛大に行われ、私もや

ってよかったなと思ってます。非常に町民の気持ちが盛り上がった反面、また８月

３０日には町長がＪＲと留萌線の廃線を決断というか、合意されまして、その前後

に沼田町にガが大量に舞うようなふうになり、またコロナもはやり、町民としては

ＪＲの廃線、巨大なガ、コロナの三重苦で非常に閉塞感のあるような夏の終わりを

迎えていると思います。そこで、ぜひ町長と沼田町の希望を語り合うような、そん

な一般質問にしたいと考えております。まず、３年間という約束をＪＲからいただ

きましたが、これまさしくＪＲ留萌線のアディショナルタイムが始まったというこ

とだと思っております。沼田町内で経営している民間企業ではＪＲはＪＰ郵便局に
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次ぐ超大企業であり、彼らは多くのサービスのみならず、町外からの多様な情報な

どに触れる機能も果たしていました。もしＪＲが廃線した後、沼田町とＪＲとの関

係が断たれてしまうと町民の不利益、ＪＲからいただいていた情報などの機会の喪

失は計り知れません。ＪＲ留萌線の最後の３年間を廃線バブルや閉店セールの草刈

り場だけで終わらせていいのかと危惧しておるところです。また町民はノスタルジ

ーと、負けたヒロイズムに満足するナルシズムだけで時を蕩尽するだけでいいのか。

町長が考えるＪＲと沼田町の残り３年間、さらにその後３年間、３年後、これから

の関係を確認させていただきます。町長のＪＲ廃線阻止活動には一定の評価を私は

させていただきますが、やはりこういう結果になったのは、行き届かなかった手法

があったのではないかと、そこはやはり冷静に反省し、謙虚に見直し、これからの

ＪＲとの関係の維持に活かすべきだと思っております。その一つが、町長の活動が

ＪＲ北海道、地元選出の国道議会議員、留萌線沿線の首長までの範囲に集中してい

て、運動が例えばＪＲ根室線などの全道や全国との共感の連動に結びつかなかった

ということが、私は今回、限界ではないかと考えております。この部分をぜひ打破

して、かなり広い視野で沼田町がどのような地政学を持って、どのような産業的な

利点を持っているのか。その視点で、この３年間、ＪＲとの関係をぜひ深めていく

のが、これからの軌道修正ではないかと考えております。例えば私は、２０１５年

１２月の定例会で、当時の金平嘉則町長に一般質問で、「「国はＪＲ北海道へ、補助

せよ。」を道民運動にすべきだが」をしました。まさしくそのときも道民運動という

キーワードをあえて使わさせていただいたんですが、道民運動という広い広域での

共感を得るようなところまでいかなかったのではないかと、そこは非常に残念に思

っております。ＪＲ北海道にとって、沼田町はもう魅力が全くなくて、７，０００

万円の手切れ金を払ってでも別れたい相手なのか。また、ＪＲ北海道は沼田町を選

ばなくても、沼田町民は沼田町を選びました。この関係で沼田町の魅力を地政学や

産業力などから整理し、まだまだＪＲ北海道とつながっているこの３年間のアディ

ショナルタイムのうちに、大逆転のロングシュートを打ち込もうではないかと、そ

ういうつもりで、まずは２つの質問をさせていただきます。沼田町とＪＲ北海道の

関係を未来につなぐ可能性のために、２つ、町長の意見を聞きたいんですが、１つ

は新幹線の延伸です。札幌まで延伸が決まっております、２０３０年。その後、そ

の延伸を旭川や北見まで行うように提言してはいかがかと。特に札沼線の跡は線路

が引ける再利用地域になっていますので、そこにぜひ新幹線を引くと。さらに、今

話題になっている新幹線貨物ですね。もう既に資料で町長、御確認済みだと思いま

すが、青函トンネルの部分に在来線の貨物が走ることによって、それを並行して走

る新幹線がスピードを落としてしまって３０分のタイムロスがあると。ＪＲ北海道

としては、東京─札幌間を４時間半で走らせたいのだが、そこに近くに在来線の貨
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物列車があるので減速しなきゃいけないと。では、それを解決するためには何がい

いかとなると、新幹線に貨物を乗っけることによって、３０分以上の時間が取れる

と。そのことによって例えば北見のタマネギ列車とどのように接続するかと。そし

て今週の月曜日からまた議論されているのは、十勝のジャガイモ列車も貨物として

重要だと。そこで長万部─函館間の在来線をどのように活用するかという議論が既

に始まっております。ぜひ、その議論の中に、この３年間、まだまだＪＲと近い関

係にある沼田町、横山町長がＪＲ北海道に対して、もし旭川、北見まで延伸するの

であれば、在来線の函館本線の位置に走らせるんではなくて、スペースのある札沼

線の跡地をぜひ利用してくれと。そして、沼田町にはＪＡ北いぶき、ＪＡきたそら

ち、ＪＡるもいの日本を代表する３つの大きな米農家があります。さらに、今農家

の方の努力によって、北育ち元気村の花卉の栽培が非常に進んでおりまして、東京

の大田市場や京都の生花屋、大阪のほうにもかなり花が行ってます。花などは大体

今１０億円を超えた利益、売上げを立ててますが、朝摘んだ花がその日のうちに着

くとなれば、この１０億円が３０億、４０億になる可能性もあります。そういった

ような利益商材を持っている可能性のあるエリアが函館と札幌と北見の間をつなぐ

と。そしてまた十勝は十勝で議論していただくと。恐らく留萌線がなくなったこと

は厳しいことですが、ＪＲ北海道自体は客車よりも貨物のほうで利益を取っていく

と。ＪＲ、人口減少時代の公共交通の動きというのは、貨物による安定した収入と

観光による自主的な人口の創出、そして複数の交通の組合せによるセーフティーネ

ットがこれからメインとなりますので、米生産地の中心のメリットを生かして、北

見の朝もぎタマネギは午前中に東京に到着するような、そのような提案をぜひこの

３年間のうちにＪＲと密接にすべきではないかと。これはまさしく備蓄米構想によ

るＪＲコンテナ基地の整備などの準備もできる沼田町ならではの提案だと思います

が、いかがかと伺います。２つ目です。ではこの３年間、そして３年後、町長が準

備しているＪＲとの３年の付き合い方を具体的に教えていただきたいなと思います。

以上、２つお願いいたします。 

○町長（横山茂町長）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）はい。久保議員の質問にお答えさせていただきたいと思いま

すが、まずはこの御提案、誠にすばらしい御提案をいただきありがとうございます。

その上でまずは冒頭にあったように、このたびの廃線の合意に伴います、町民の足

を守ることを最優先としながら、町民の意見、あるいは圏域、それから関係機関と

も調整をした上で、本町の農業分野における産業クラスター化を視野に、食料貯蔵

流通基地構想の実現に向けて、貨物あるいは流通についても検討してまいりたいと

いうふうに考えています。それから、２点目の今後の付き合い方でありますが、鉄
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道は北海道の第１次産業、あるいは観光産業に持続的な発展をもたらすものであり

まして、また過疎地域において交流、それから関係人口を創出する上で、ＪＲ北海

道との関係継続は、全線廃止後となった後においても不可欠であります。ですので、

３年後、そして未来を見据えて専門家や、あるいはＪＲに乗り続け隊、それから、

次世代を担う若者を中心とした会議体を発足をし、国あるいは北海道、圏域交通事

業者にも意見をいただきながら、利便性の高い公共交通体系と持続可能なまちづく

りを考えて、将来にわたってＪＲ北海道に協力、支援をお願いしていきたいという

ふうに考えています。以上です。 

○３番（久保元宏議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。久保議員。 

○３番（久保元宏議員）１番目と２つ目の答えに対して、一緒にまた再質問させて

いただくんですが、３年後の廃線と、そしてその後の１８年間の、バスを含む交通

に対する助成に関しては、ＪＲ北海道から約束いただいております。そこは御承知

のとおりなんですが、ただ今、町長の２つ目の答弁は、何となく町民の足を維持す

るということが重点に置かれてますので、それはＪＲ北海道をともにつくるまちづ

くりというよりも、ＪＲ以外のもので、バス、乗り合いタクシーなどを利用した複

合的な交通体系を構築することによって、町民の足を守るという発想だと思うんで

す。確かにそれは必要ですし、先般から町内会ごとで説明をいただいていることで、

赤井課長から伺っていることも、そこに重点置いてますし、かなりきめ細かな準備

もされていることは判断します。ただ、今我々が重要なのは、それと並行して、沼

田町はＪＲとの付き合いをこれからも続けていくんだと、その意思表明をはっきり

としたフラッグを立てるべきだと思うんですよ。これは３年後とか１８年後だった

ら、全く遅いと思います。まさにここで毎週、毎週、ＪＲ貨物の議論が各地で同時

多発的にどんどん行っていくときに、どうか町長もその中に入って、一緒になって

議論していただきたいと。そのためにはまずＪＲ北海道、またメディアに対して、

沼田町がＪＲとこれからも付き合いをしていくんだと、沼田町は面白いこと考えて

いるんだと、そのフラッグを立てることだと思うんです。そのためにはまず担当者

を決める、もしくは札沼線跡地、新幹線貨物準備室などの担当室をつくるなど、具

体的な形に見えるようなことを可視化することによって、ちょっと沼田町、まだま

だＪＲと付き合うぞということで、恐らく周辺の自治体の方、またメディアの方も

沼田町をまだまだＪＲとの関係で応援してくれております。これから廃線に向かっ

て、いろんなカメラを持ったお客さんが沼田町にどんどんやってきますが、その方

たちと対応することによって、かつて１９９９年に「すずらん」でちょっとした観

光バブルがありましたけれど、あのような形で数枚のテレホンカードを売って終わ

りだっていうことではなくて、あのときだってもしかしたらその後に「すずらん」
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がアジアで放送されたときに、きちんとアジアに対して沼田町がアピールをすれば

インバウンドに結びついて、２０００年代は沼田町は観光王国になる可能性もあっ

たと思います。そういったチャンスを一つ一つ失っていくことを我々は横目で見て

ますので、ぜひこの大事な大事な３年間、まず担当者を決め、そしてＪＲ貨物、そ

して札沼線の跡地に対しての準備室なりをつくるのかどうか。そのことに対して、

町長の決意みたいなものを伺いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○町長（横山茂町長）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）はい。ある意味、御提案をありがとうございます。私が言う

のは、とかく先般の沿線自治体会議で廃線というものを選択したことによって、町

民の不安は増大をしているだろうというふうに思っています。ですので、まずは足

を確保すること、そこをしっかりと調整をするべきだというふうに私は思っていま

す。ですので、決して次の戦略を考えていないじゃなくて、今言われるように、今

後もいろんなことでＪＲとのお付き合いはさせてもらおうと思ってますし、今のこ

の未来に向かっての新たな提案に対して、これをベースとしながらも、我が町でこ

れを実現できるかどうかは、今の段階では何とも言われませんが、それに向かって

考えていくっていうことは進めていきたいなというふうに私は思っています。以上

です。 

○３番（久保元宏議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。久保議員。 

【久保議員 テレビモニターに資料を映す】 

○３番（久保元宏議員）資料の３番目にも紹介した木本晃さん、この方、元道庁の

職員で新幹線整備室長もやられた方なんですが、たまたまこの方と知り合いになっ

て、７月以降、都合１２回ほど、私、いろんな情報交換とか意見交換をしてみまし

た。そうすると恐らく、今後は今まではＪＲに関しては、自治体とＪＲだけの２方

向、もしくはオブザーバー的に道が参加していたんだが、今後湾岸の整備とか道路

整備が加わってくると、開発が加わってくることになるんだと。開発が加わるとな

れば、さらに国土交通省のプレゼンスも大きくなってきますんで、そのときに割と

国全体を挙げた大きな運動が出るんじゃないかと。客車だけを中心に考えてたとこ

ろを、今度貨物の産業を中心に考えると。まさしく備蓄米構想の沼田町は、それが

大事だと思います。町長は繰り返して今後と言いますと、やはりまず足元と言いま

すが、それ以外のこともお考えであれば、そのことについて聞きたいのが、最後の

質問の１本目です。もう一つ、あえて伺いますが、３年後を俯瞰して、札沼線跡地

の再利用に取り組むのであれば、横山町長は最低でももう一期、町長を務めるとい

う選択肢もあるんじゃないかと思います。その２つについて聞きたいと思います。 
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○町長（横山茂町長）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）２つ目の質問はどうかとは思いますが、とかくここにあるよ

うなそういう考え方を含めて、あくまでもそういう提案の一つとして受け入れた上

で、私としては第１は、やはり地元の農業を、主力である農業を柱としながら、い

ろんな産業をこの町につくりたいというのが第１の目標です。それに関連して、食

料貯蔵流通基地構想には、当然流通などの課題も並行して進めていかなければなら

ない。ですので、この鉄道とつなげる、あるいは港とつなげる、様々なつながりを

想定をしながら検討していきたいというふうに思います。以上です。 

○３番（久保元宏議員）はい。終わります。 

 

○議長（小峯聡議長）続いて、議席番号４番、高田議員。化石クラウドファンディ

ングが不調に終わった原因は何かについて質問してください。 

○４番（高田勲議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。高田議員。 

○４番（高田勲議員）はい。４番、高田勲であります。質問の内容は、クラウドフ

ァンディングがうまくいかなかった理由は何かということについて質問したいと思

うんですけども、質問考えたときにもしかしたら篠原議員とかぶるのかなと思いな

がら、質問つくってたんですけども、さすがに自分のいた職場のことはあまり質問

しにくいみたいですね。かぶらなくて安心しているところであります。２０１８年

に北海道の天然記念物に指定されたヌマタネズミイルカですが、１体目のレプリカ、

骨格標本が前年度、２０２１年度内に完成し、年度かけてそれぞれ数々のイベント

が開催されました。とはいえ、まだまだヌマタネズミイルカの知名度とか認知度と

いうのは、まだまだなんだろうなと思っていたところであります。そんな折、２体

目のレプリカ作成を目指して、目的は全国の博物館などに貸出しをしたいっていう

思いがあって、この写真、我々が、議会が聞いたのは予算委員会のときだったんで

すが、これは広報全体を仕切っている総務財政課との議論の中であったのか、それ

とも所管の教育委員会との議論の中であったのか分からないですけども、そのとき

も貸出し用をつくって貸してほしいという需要はあるんですかっていうような議論

があったと思います。しかも、クラウドファンディングという話を聞いて、正直言

って知名度がまだまだ低いのに、クラウドファンディングというのはどうなの、大

丈夫なのということで議論をした覚えがあるんですけども、当時の説明員の方々の

熱い思いに議会が負けまして、議会もこれを容認した形が残っているというのが現

状でありました。６月１日から８月３１日まで、ガバメントクラウドファンディン

グが行われております。 
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【高田議員 テレビモニターに資料を映す】 

資料１を御覧いただきたいと思うんですけども、結果だけを見てみますと、この絵

は町のホームページから拾ってきている絵なんですけども、９月１日の朝８時の絵

です。ですから、クラウドファンディングが終わった翌日のホームページの中の絵

です。目標金額、写真のすぐ横にちっこく書いてますけども、３００万円に対して、

寄附金額１２２万２，０００円、達成率が４０．７％、支援人数が３５人で、終了

まで、受付終了、このプロジェクトは終了しましたということになっています。な

かなかこれで満足いく数字なのかといったら、決して、よく１２２万集まったんだ

とも思いますけども、満足のいく数字では決してないのかなというふうに私は思っ

ています。今日は不足をもたらした１８０万円、どうする、こうするって話ではな

くて、これは１８０万、穴開こうが、２００万、穴開こうが、クラウドファンディ

ングで２体目のレプリカをつくるよちゅうて１万円でも集めたら、それはもうずっ

てでもはってでもつくらなきゃいかんもんですから、これは今日はそういう議論で

なくて、寄附者の心に沿ったクラウドファンディングが行われていたのかという観

点から、不調に終わった原因を調べてみたいなというふうに思います。そもそもク

ラウドファンディングというのは、これは朝日新聞のサイトだな。インターネット

のサイトでやりたいことを発表し、賛同してくれる人から広く資金を集める仕組み

です。広く資金を集める仕組みと、これが一つのポイントになってます。もう一個

は、クラウドファンディングの魅力、起案者が自らプロジェクトにかける思いを発

信していく、思いを発信していく。そして人と人とのつながりが生まれ、新たな理

解者や支援者を得られる。これがクラウドファンディングの魅力であり特徴である

というふうに言われています。例えば化石体験館にお金を払ってあそこに入場して

くれたお客さん、それから採取会というのか、川で化石を取ったりする。ここで沼

田に初めて来て、それをした人って、まだ、もう何回も交流人口の話と関係人口の

話して申し訳ないけども、この時点ではまだ交流人口にしかすぎないです。お金を

払って参加する、見学する。ただそこで例えばお母さんのポケットから千円札が出

て、子供がね、クラウドファンディングにはなりませんけども、情報発信をきちん

としてればこれ使ってほしいって募金箱に入れたら、これはもう関係人口になっち

ゃうんだね。だから、この努力ができてたのかどうなのかって話を検証したいなと

いうふうに思っています。 

【高田議員 テレビモニターに資料を映す】 

資料１の表を見ながら、皆さんも、皆さんというか、傍聴者の方も数字を羅列して

もらいますんで、まず質問５つあるんですけども、１番から３番までは、これは広

報全体の話として、町長に質問します。４番、５番については、これは原課の教育

委員会、これはどうやって情報発信ができてたという話ですんで、原課である教育
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委員会に質問をしたいというふうに思います。まず、質問の１個目、寄附の平均額

が非常に今回高いんですよ。１２２万２，０００円か、これを３５人で割ると、１

人頭３万５，０００円ぐらいになるのか、だからすごく高いんですよね。きっと金

額の高い寄附が何件かあったと思うんだけども、３５件の寄附のうちに１０万円以

上の高額寄附をした人が何人いらしたのか。そして、その１０万円以上の高額の寄

附をした人の合計額、総和が１２２万２，０００円のうち、まず幾らになるのか、

これが１つ目の質問であります。２つ目の質問、寄附者が全部で３５人いらしたわ

けですけども、この中で沼田町民は何人いらしたのか。そして、沼田町民の中で、

役場の関係者は何人いらっしゃるのかというのが、まず数字に関してお示しいただ

きたい質問です。２つ目です。次、３つ目、町のホームページではクラウドファン

ディングが始まった６月の頭だと思ったんですけども、バナーがどんと上がって、

中を見ていくと、なかなかすばらしいことが、本当すばらしいんだけども、書いて

あるんですけども、その後、放置状態が続いている。何の動きもなく９０日間が過

ぎ去った感じが私はします。８月末になっても、ほとんど動きがなくて、最後もう

一踏ん張りしようという努力の跡も、努力しなかったとは言わんけども、努力の跡

はあんまり見えなかった。これは完全なＰＲ不足じゃないのか。沼田町民の沼田町

のネズミイルカに対する思いというのは、ここのホームページを見た人に本当に伝

わったのかなというふうに自分は思います。３つ目の質問は、広報というか、ＰＲ

不足でなかったのかいというのが３つ目の質問です。そうはいっても、総務財政課

の広報部隊も一般の人に訴えるネタがなければ、これはお手上げなわけでありまし

て、その辺を踏まえまして、化石の所管課である教育委員会への質問、４つ目に移

りたいというふうに思います。資料の２番を見ていただければと、これもバナーの

中のある一部分なんですけども、ここは非常に町としての思いが詰まっているペー

ジになっています。４番目の質問、教育委員会です。期間中、化石体験館とか、レ

プリカ工房もそうなんですけども、情報発信はどのように行ったのかな。ほとんど、

それぞれ体験館のほうはフェイスブックとインスタグラムで、アカウントは持って

いるんですが、クラウドファンディングに触れたのは１回だけかな。それから、ヌ

マタネズミイルカの今資料にあるこの写真を使ってアップがあったのが１回かな。

あとは本家本元が全くクラウドファンディングに関しての発信をＳＮＳ上ではして

いなかった。体験館で何かやっていたかもしれませんけども、その辺が告知、クラ

ウドファンディングに関する告知をどうやってやったのかということをまず知りた

いです。これが４つ目の質問。本当に化石館に来ていただいた方に、例えばポスタ

ーは貼ってあったろうけども、ビラ１枚、子供に渡して、Ａ５でいいですよ。それ

で、このレプリカをもう一体つくりたいんだ。全国の子供たちに見せてあげたいん

だ。そうやってお母さんの財布から１，０００円が出てきて、子供の手に渡って、
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貯金箱に入ると、そういうふうな原始的な発想でも、千円札の子供が１，０００人

いたら、これ１００万なんですから、そういう努力はしていたのかなと、現場でね。

これが４つ目の質問。そして、次の最後の質問なんですけども、この資料２の一番

頭の「世界一正確な化石の全身骨格を発信したい！」、これは本当に化石のレプリカ

づくりに携わった人だったら泣いて喜ぶようなキャッチコピーなんですよ。大変よ

ろしいキャッチコピーだと思うんですけども、これは沼田のレプリカ工房のすごい

技術があるという裏づけがなければ、これは書けないですよ。あそこの技術という

のはすごくて、篠原さんも前、ここの学芸員をやられているときに、私も体験館の

レプリカ、何体も触っているんですよ。実は鉄骨でね。だから、そういう意味です

ごく思いはあるんだけども、ここの技術というのは、本当に僕はすごいと思います。

それは、篠原さん、そうだよね。あの技術はすごい。これは、篠原さんも今うなず

いたけども、安倍晋三の国葬儀に反対しているか賛成しているか関係なしに、思想、

発想とか、そういうのを超えて、これはすごいと思わせる技術を持っているのがあ

そこのレプリカ工房だというふうに思っている。じゃ、何であそこの作業をしてい

る様子が動画で、ＳＮＳでも１回も流れたことがない。それから、いや、いいんで

す。やすりで一生懸命こうやってこすっている作業でもいいんですよね。ポリに入

れて、型から取ったやつをバリで一生懸命削っている作業でもいいんだ。だから、

今働いている人だって、１人は、それに魅せられて沼田に定住しているんですよ。

そういうふうに思ったら、そういうのを世界に発信することによって、中にはそれ

がよくて沼田に住んで、その仕事をしてくれている人がいるんだから、中には、ま

た沼田はすごいな、来たいな、寄附したいなと思う人がいるんだろうと思うんだよ

ね。だから、私は、あそこの様子をもっともっと外に向かって発信するべきだった

というふうに思うんですけども、以上、５点の質問を用意しました。１番から３番

は町長部局のほうに、それから４番、５番については教育委員会のほうに質問をさ

せていただきます。 

○町長（横山茂町長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）はい。高田議員の質問に、まず私のほうから答えさせていた

だきます。まずは、冒頭に議員からもありましたが、ガバメントクラウドファンデ

ィングについてでありますけども、これは不特定多数の方から資金を調達する仕組

みということで、多くの方の共感、賛同を得ることが必要であると、特に歳入確保

が多く見込まれる事業について実施することが望ましいというふうになっているよ

うであります。その見込みについては不確かな部分があったところですが、財源の

確保策として、展開が可能な取組として、クラウドファンディングツールを通して、

沼田町の化石について広くＰＲすることにつながるものと考えて、このたびチャレ
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ンジをさせていただいたところであります。しかし、結果として目標金額の３００

万に達成できなかったところでありますが、今までもあったように、「世界一正確な

化石の全身骨格を発信したい！」という思いを十分に伝えることができなかったも

のということで、反省はしているところであります。今後においても、この「化石

の町」沼田町をより広く浸透させるよう、ＰＲに励んでまいりたいというふうに思

っています。なお、このプロジェクトにつきましては、目標金額に達成しなかった

ところでありますけれども、事業に活用させていただく、いわゆる１２２万円の賛

同いただいたこの寄附については、オールイン方式というものを採用して、この額

については目標額に達成していないが、これについては寄附として扱うことができ

るという状況でありますので、御寄附をいただいた方には、引き続き進捗のお知ら

せをさせていただくところであります。まず、１つ目の質問でありますが、１０万

円以上の高額寄附者の人数と金額ということで、４人の方から総額で８１万５，０

００円の寄附をいただきました。それから、２点目、寄附者３４口のうち、町民の

方は２４口であります。うち役場関係者については２３口の御協力をいただいてい

るという状況です。それから、３点目のＰＲ不足についてでありますが、公式ホー

ムページ上には常にトップバナーに表示をしたところでありますけれども、そのほ

かに北海道沼田町公式フェイスブック、それからツイッターにて随時紹介をさせて

いただいたところであります。６月１日から始めまして、８月３１日までの５回紹

介をさせていただいたところでありますし、この間、新聞、あるいはテレビ、ラジ

オなどもＰＲをいただいたところであります。また、町内の施設においては、化石

体験館は当然のことながらほたる学習館、ほたる館、ゆめっくる、パークゴルフ場、

それからまちなかほっとタウンにポスターを掲示してＰＲを実施したところであり

ますが、結果として積極的なＰＲは欠けていたかもしれません。この点については、

反省をするところであります。以上です。 

○教育長（吉田憲司教育長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。教育長。 

○教育長（吉田憲司教育長）４点目の期間中のクラウドファンディングの情報発信

をどのように行ったかという質問でございますけれども、ホームページやポスター

以外では、６月から８月の間、テレビ、ラジオ、新聞社に趣旨を御理解いただき、

４回取り上げていただきました。まず、１回目は、６月１６日にＮＨＫ「北海道Ｎ

ＥＷＳ ＷＥＢ」にて紹介をいただきました。２回目は、７月の２０日、北海道新

聞にて紹介をいただきました。３回目は、８月１０日、ＨＢＣラジオ「ろ～かるナ

ビです北・東！」で紹介をしていただきました。４回目につきましては、８月２３

日にＴＶｈテレビ北海道「ＡＣＴ ｆｏｒ ＨＯＫＫＡＩＤＯ」で紹介をしていた

だきました。特に、新聞、テレビでの紹介につきましては、化石体験館からの新た
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なレプリカを基にした紹介でありましたので、化石館の情報発信にもつながったも

のと思っております。ただし、本町のホームページやクラウドファンディングのサ

イト以外で全国に対しての発信方法だとか、あるいは札幌圏のＰＲ方法などについ

て盛り込む方法はなかったのかということで、そのことについては、今後の検討す

べき課題だというふうに思っております。それから、５点目の御質問でありますけ

れども、目に見える、分かりやすい進捗であれば、クラウドファンディングの紹介

ページの進捗情報をその都度公開すべきところでありましたけれども、公開のタイ

ミングと合わせられなかったことは非常に反省する点であるというふうに思ってお

ります。 

○４番（高田勲議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。高田議員。 

○４番（高田勲議員）はい。数字が今出たところで、３５人中４人が大口で、３１

人が普通、大口じゃない１０万円以下の寄附者、これは大口寄附が８１万ですので、

残りは４１万ぐらい、これを３１人で割ると、大体１人１万３，０００円、大体ク

ラウドファンディングだなという感じの数字にはここでなってくるわけです。寄附

者の内訳、大口寄附者は町外か町内か分かりませんけども、町外としても、町外が

１０人ぐらいで、町内の一般の人は、これ１人だったんですね。役場の人、２３人

だから、だからいかに広がりを見せていなかったのかということが数字に如実にこ

れは現われているというふうに思います。次回からやるときはこうじゃなくて、も

っと違う、このままの方法でやったら、また同じことになりますので。話ちょっと

ずれますけども、これからスキー場もオープンして、スキー場だって一生懸命、今

度情報発信していかなきゃいけない。そこにだって、これと同じ考えは起用してく

ると、新聞、テレビ、ラジオ、これだけで本当にいいのか。さっきも言ったように、

夏休みあったんだから、あそこに来てくれた人にアプローチするのが一番だと僕は

思うんですよね。だから、その辺も現場第一主義で、せっかく来てくれた人、化石

採取会もあるんだから、そういうときに、足を運んでくれた人たちに一生懸命お願

いをしてみるというのも一つの方法なんじゃないかなと思うんですけども、町長の

ほうは大体答えていただいて、反省していると言ったのに、それ以上何もしようが

僕はないんですので、それはそれでいいかと、また次回につなげていただければい

いのかなというふうに思いますけども、このもともと原課の情報発信の仕方ってす

ごく僕は大事だと思うんですよ。どうもＳＮＳなんか見ていても、広がっていくよ

うなＳＮＳの発信方法、ちょっと言い方は難しいんだけども、広がっていくような

ＳＮＳの発信になっていないですよね。それで、一番悪いのは、フォロワーが増え

ていかないこと、それで次に悪いのが、化石館自体がほかのところにいいねしない

こと、これがフォロワーが増えていかない一つの理由であって、それが２つの主な
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広がっていかない理由だと思うんですけども、教育長にはというか、課長も含めて

なんですけども、その辺は担当の学芸員２人いるので、しっかりと指導をしていた

だきたいなというふうに思うんですけども、いかがでしょうか。 

○教育長（吉田憲司教育長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。教育長。 

○教育長（吉田憲司教育長）はい。これまでの発信方法の関係につきましては、見

直しをしていこうと思っておりますし、またそういうような方法、いい方法があり

ましたら、また教えていただきたいと思いますので、今後の検討にさせていただき

たいと思います。 

○４番（高田勲議員）終わります。 

 

○議長（小峯聡議長）はい。続いて、議席番号８番、上野議員、旧農業資料館の再

利用の考えはありませんかについて質問してください。 

○８番（上野敏夫議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。上野議員。 

○８番（上野敏夫議員）８番、上野敏夫です。旧農業資料館、ふるさと資料館、こ

れについて、再利用の考えを町長としてありませんかということで問いたいと思い

ます。過去にもこの質問はしていると私は思っていますけど、今教育委員会ではふ

るさと資料館の移転整理に向けて、沼田町文化財守り隊３名の協力をいただきなが

ら、高規格道路、これですね。 

【上野議員 テレビモニターに資料を映す】 

ここの２階の東側に資料館の物品を整理しながら、保管するという町長の考えがあ

ってこうなってきていると思います。本当に文化財守り隊３名が応募された中で、

その人方で整理するんですけど、私は、この高規格道路、北海道開発建設部、高規

格道路の事務所現場としてプレハブで造った建物、この建物２階に沼田町の先祖、

本当に昭和５７年に西森町長が設計図を描いて、本当に沼田町の開拓の礎、苦労を

してきたその人方が立派な設計図を描いて、立派な建物、これですね。これを造っ

た気持ち、沼田町の歴史、とっても大事な資料たくさん入っていると思います。そ

れをこの高規格道路の現場事務所のプレハブ２階、さらに湿度、温度、この関係も

整っていない。さらに、ビニールシートで覆いかぶさって、町民はもとより、子供

たち、お年寄り、沼田の資料館ここにあって見に行こう、いろんな後援してくれる、

沼田の後援者、沼田を訪れた、ふるさと沼田を訪れた人が見れないような状態だと

今思っております。本当に沼田町の歴史って、横山町長も先祖あって今があるんで

すけど、この沼田町というのは、本当に原始林のど真ん中で、未墾の原始林で、本

当にその自然にどのように立ち向かってきたが、その気持ち、本当に災害や食べる
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ものなくて、本当に不屈の精神で開拓が進められた歴史に心から感謝するという気

持ちがなければ、沼田町の発展はないと思います。本当にこの旧資料館、この写真

で見ると、まだまだ私は使えると思います。さらに、ここには夜高会館、昭和５９

年に約１億円かけて、横路孝弘知事の協力を得て、夜高会館、１億円かけて造りま

したよね。これには何回かメンテナンスをやっていますよね。トタンのふき替えで

したか、さらにその西側に町民会館、町民会館の雨漏り防水、これも結構何年間も

たって防水工事やって、メンテナンスやってきています。なぜこの資料館、これに

メンテナンスをやらないで今まで来たのか。私は、この資料館というのは、すごく

環境にもいいし、道路の面したところ、本当に木も生えていて、本当に資料館らし

い環境、この大事な資料館をもっと元に戻すというか、再利用した中でできるんじ

ゃないかなと私なりに思って、教育委員会から設計図をお借りしまして、ある工務

店に屋根、防水、壁、そのことについてお幾らぐらいかかるんでしょうかねと見積

りを取りました。そしたら、２年前ですけど、２，３１４万４千円というこの見積

りが出ました。さらに、そのことについて、札幌のちょっとした設計会社、このと

ころに行って、今年の令和４年度についての状況、物価高騰による影響どうですか

と聞いてきました。別に材料を買うわけでないし、大きな外壁と屋根であれば、そ

んなに変わらんでできる。さらに、北海道の市町村は、今リフォームというか、古

い建物をリフォームして使う時代に入っている。ほとんどの行政は、大事な建物を

リフォームして、設計変更したりして造り上げてきている。そういうこともお聞き

しました。さらに、資料館について、過去には防水、消防法かなんかの中で、水が

出なければならない。それを工事するのは、相当のお金がかかるということも私お

聞きしましたけど、ある設計会社と話ししたら、沼田の役場もそうですけど、１階

に防火扉は結構ついていますよね。１か所２００万円ぐらいの防火扉をつければ、

その資料館は消防法に引っかからないという話も聞いてきました。なので、そうい

うさらに郷土資料館の見積り、リフォームとかやると、相当お金かかると町長のほ

うから説明があったのを聞いておりますけど、その単価というか、見積金額出たそ

のときの、要するに私に説明があったそのときに北海道建設技術センター、これは

過去何年も前からあると私聞いていますけど、今も既にあって、北海道の市町村、

大体半数近くは、そこの技術センターの建築基準適合資格者がいる事務局がありま

す。そこに行政であれば相談に乗ってくれて、１時間ほど来て、その適度な見積り

をチェックできる。こういう時代が入ってきています。ぜひそこにもそのとき相談

した中で結論だったのか、そのことをお聞きしたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

○町長（横山茂町長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 
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○町長（横山茂町長）はい。上野議員の質問にお答えをさせていただきたいと思い

ますが、ふるさと資料館、昭和６４年にたしか開館をしたかと思います。当時私も

産業課の担当の職員として、この施設について、オープンに携わった一人でありま

すので、それは議員よりも思い入れは、私はあるつもりでありますが、その上で工

事費について、先ほど２，３００万でできるようなお話がありましたけれども、今

回御提案されているのは、あくまでも屋上防水改修と、それから壁改修、それから

塗装塗り替え、この３つの工事のみというふうに確認をさせていただいております。

いわゆる使うための改修には電気設備、機械設備、内装などの改修は含まれていな

いという状況でありますので、今のこの見積金額において、改修後直ちに利用でき

る状況となるかというと、それはならないというふうに認識をしているところです。

いわゆるふるさと資料館を展示施設とするところまで改修するには、見積りのあっ

た金額のほかに様々な工事が必要となってきます。具体的に言いますと、建具改修、

内装改修、それから環境配慮改修、電力設備、受変電設備、通信情報設備、空気調

和設備、そして自動制御設備、給排水衛生設備工事が必要になり、この経費にさら

に諸経費、仮設工事、通信仮設工事、現場管理費、一般管理費、そして消費税とい

うことが加わることになるというふうに考えているところです。このほかに改修後

の施設をどのような用途で使用するかによっては、関係法令や基準によってまだ工

事費の積算には実施設計が必要となってくるというふうに考えます。私が以前に一

般質問の中で回答した令和２年の９月、第３回定例会で施設改修を試算したところ

４億円程度かかるだろうというふうに答弁をさせていただきました。この金額はあ

くまでも概算で、見積りを取ったものではありませんけれども、先ほど申したよう

に、施設を活用できるようにするにはかかる費用として想定した金額であるという

ことを御理解をいただければというふうに思います。したがいまして、改修に係る

経費が非常に多額となることから、現在の移転先を利用した上で、今御提案のある

ふるさと資料館へ戻ることは考えていないというふうに私としては回答させていた

だきたいと思います。なお、北海道建設技術センターには、私どもから相談等は一

切行っておりません。以上です。 

○８番（上野敏夫議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。上野議員。 

○８番（上野敏夫議員）今、横山町長がお金のことで、金額が増大するから戻るこ

とはないというような感覚だと私は思った。沼田町にスキー場、新たなもの、いろ

んなもの、高齢者住宅、そこにお金何億円使いますか。高規格道路の現場事務所、

そこに沼田の歴史のある資料館を置くということの先代に対する感謝の気持ちが、

お金でないものもあるということを町長気づいてほしいです。そして、高規格現場

事務所、教育長も恐らく言ったと思うんですけど、郷土資料館の移転場所には看板
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もチラシもＰＲもしない考えを述べられたと私聞きました。横山町長もそれと同様

な考えなのか、ちょっとその辺の郷土資料館のオープン、施設間の利用、町民にど

のようにあっこに足を運んでもらうか、その辺も町長としての考えもお聞かせくだ

さい。それと、今まで農業資料館が一度もメンテナンスされないできた。そして、

雨漏りは資料館の西側の何というか、貯蔵庫というか、あれに雨漏りしている。あ

っこの家はトタンですよね。トタンの屋根雪下して、穴空いている可能性もありま

す。今、トタンは木目調の郷土資料館に適したいいトタンがあります。ぜひそうい

うことも考えて、今までメンテナンスしてこなかった分、何億円かかったっていい

んじゃないですか。町民、理解しますよ。なぜ横山町長になって資料館のメンテナ

ンスを考えなかったのか、その辺も２つ目としてお聞きしたい。それと、今、町長

は、建築基準適合判断資格者のところに相談していない。これでは沼田町の大事な

大事な財源がなくなるんじゃないですか。悪いけど、町長、９月９日の北海道新聞、

これ町民見ました。私も見ました。何て書いてあるか、町長分かると思います。７

月１９日に入札を予定していた直前の１３日に入札を中止しました。建設費の高騰

や業者からの建設費の積算方法について問い合わせがあったためと言い、新聞にこ

う書かれたときに、沼田町は業者から問合せがあったら何でも対応する、これでは

入札の意味もないし、これでは本当、もっと町民の税金を大切に買うのであれば、

技術センターに１週間ほど来てもらって、お金はかかりますよ。だけど、１週間ほ

ど来て、沼田町に合った建物、沼田町に合った見積り、これをしないから今まで雪

が積もった、補正予算を組みたい、資料館も今までメンテナンスしてこなかったか

らと、これから概算で４億円かかる、これでは町民がね。本当に資料館の価値を見

いだすのは横山町長だと思うんですけど、それで本当に沼田町の歴史のある遺産で

すよ。世界遺産とは言わないけど、沼田遺産が埋もれた状態で町民に見れないよう

な、高規格道路の事務所に見にきてください。看板もないし、ＰＲもしない。これ

では、横山町長、沼田を開拓した人の気持ち、町長にもう一度お聞きしたいわけね。

沼田喜三郎さんの墓、何回お参りに行きましたか、それもお聞かせください。（発言

する者あり）あまり関係ないか、はい。それはいいわ、そしたら。はい。 

○町長（横山茂町長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）先人を思いやるということは、非常にきつい御質問になるか

なというふうに思いますけど、決して先人の皆様方に顔を背けるような、そんな状

況をつくっているわけではありませんし、これはあくまでも今回移転をするのは、

このふるさと資料館において、継続して使うには相当なお金がかかる。それで、や

むなく、今回、旧ハイテクインターの事務所を活用させてもらうということを決め

させてもらったところです。考え方としては、郷土資料整理及び収蔵展示事務所と
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いうことで考えて、今後も活用していきたいというふうに思っておりますし、将来

的にあそこでずっといいのかというと、それはなかなかどうかなと、私も個人的に

は思っています。ただ、これも様々な町づくりの課題に対していろんな投資をしな

ければいけない状況が続きますので、そのことを見据えながら考えていきたいとい

うふうに思いますので、御理解をいただきたいと思います。以上です。 

○８番（上野敏夫議員）適合、建設関係の相談、これからするかしないか。 

○町長（横山茂町長）いや、特に相談することは考えておりません。少なからず、

我が町には担当の建築の担当の優秀な職員がおりますので、その職員のレベルを超

えるような、そういう案件があれば、そういう関係機関にも相談はすると思います

し、していくかと思いますが、今の段階では、このセンターに相談をすることは考

えていません。以上です。 

○８番（上野敏夫議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。上野議員。 

○８番（上野敏夫議員）今、横山町長、将来高規格道路の事務所、１００％ありき

でないという、そういうことも聞きましたけど、本当に資料館というか、歴史のあ

るものを大事にしていく考えと予算が、お金がかかるということよりも、いや、本

当に、もしくは町長、この資料館、例えば他社の業者が柔剣道場みたく会社が利用

したいと言ったときに、これをもしか利用したいというのが出てきたときには、こ

の資料館を明け渡して、その会社がリフォームしてもいいという、そういう考えも

持っているのか、その辺の郷土資料館を約１億円かけて解体する方向が濃いのか、

その資料館を何億円かかっても利用したいという人であれば、それも資料館が場所

的にいいから、どっかの会社が利用したいということが提案された場合、そのとき

は町長どうするか。そのことに寄ってしまうと、今度お金が出て、補助率が高くな

って、資料館を国のお金で、補助でできるようになったときには、横山町長であれ

ば、恐らくハイテクインターというか、工事事務所を、新しい資料館建てるという

考えもあるのか。将来ですけど、その辺、もしくは建物の今後とハイテクインター

さんの現場事務所というか、あっこの将来性をもし考えがあればお聞かせください。 

○町長（横山茂町長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）はい。今のふるさと資料館を利用したいという企業さんがい

たら使わせるかどうか、それについては、今即答はしかねますが、今我々の考え方

としては、移転が完了した段階で取壊しをしようという考え方で進めていたところ

であります。もしも利用したいという意向がある企業さんがいれば、それは相談を

した上で判断をしていきたいというふうに思います。将来的にふるさと資料館をと

いう考え方については、具体的にそこまでの詰めはしておりませんので、ここでは
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即答しかねますが、今後十二分検討していきたいというふうに思いますが、ただ今

のいわゆるハイテクインターの工場跡地については、あくまでもその資料整理と資

料収蔵展示というものでしか使うことができない制約があるというか、いわゆる資

料館的な、いわゆる対外的にお客さんを呼び入れて見てもらうという資料館として

の機能ではないので、そのことは御理解をいただきたいというふうに思います。 

○８番（上野敏夫議員）議長、町長答えてもらっていなかった、なぜ資料館をメン

テナンスしてこなかったのかというお答えが聞いていなかったので。 

○議長（小峯聡議長）２番目の質問のとき。 

○８番（上野敏夫議員）そうそう。町民会館やって、夜高会館やって、なぜしなか

ったのかと。 

○町長（横山茂町長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）はい。私の任期に始まって、いわゆる使わなくなったわけじ

ゃなくて、これは少なからず相当前から、いわゆる使っていない状況が続いていた

かと思います。その状況を踏まえて、私どもとしては、公共施設の在り方の中で、

プロジェクトの中で協議を図り、この物件については、先ほども言うように、多額

の費用がかかってしまう、その状況からやむなく空き工場の中に移転をさせてもら

うということで進めさせていただいておりますので、その点御理解をいただければ

というふうに思います。 

○８番（上野敏夫議員）はい、分かりました。以上で終わります。 

 

○議長（小峯聡議長）それでは、続いて議席番号５番、篠原議員、合葬墓は時代の

本流ではないかについて質問してください。 

○５番（篠原暁議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。篠原議員。 

○５番（篠原暁議員）５番、篠原暁です。合葬墓の問題については、私は、令和２

年３月の議会でも取り上げましたけれども、その際の横山町長の回答が、日本古来

の文化としてお墓を中心に家族の絆が深まるものであり、合葬墓の設置はそれとは

相入れないというような趣旨と、また町民から直接声を聞いていなかったので、ま

だ時期尚早ではないかという内容だったというふうに確認しています。まず、お墓

中心として家族の絆が維持できなくなるということですけれども、これは決して今

都会に限ったことではなくて、地方にも広がってきているというふうに考えていま

す。沼田町においても、町長に直接声が届いていないのかもしれませんけれども、

身寄りがなくて、自分が入るお墓どうしたらいいんでしょうかというような悩みの

声は確実に聞いております。そういう方はいるというふうに認識しています。もう
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一つ、時期尚早なのかということについてですけれども、これは添付した資料があ

りますけれども、調べてみましたら、私が前回質問した後２年間で、道内の合葬墓

を設置する自治体の数は約２倍に増えています。現在、計画中のところもあるんで

すけれども、確実に今後も増えていくような流れなのではないかなというふうに見

ていますし、（発言の声あり）ごめんなさい。失礼しました。これも一部都会で起こ

っていることではなくて、やはり今の時代の本流なのかなというふうには認識して

います。合葬墓は時代の本流ではないかというタイトルで質問通告をしてから、自

分でもちょっと一部誤解を招くかなというふうに若干反省もしたんですけど、決し

て今のお墓を否定しているものでも何でもなくて、合葬墓を必要とする声はどんど

ん必要性は高まっているんだという認識でお話をしているというふうに御理解をい

ただければと思います。そのような状況から考えて、現在、町民の声があれば実施

も検討するというような受け身の姿勢ではなくて、もう準備はしましたので、どう

ぞ御利用くださいというような前向きな姿勢が必要な段階になっているのではない

かなというふうに思っているんですけれども、それについての町長の見解を伺いた

いと思います。よろしくお願いします。 

○議長（小峯聡議長）町長。 

○町長（横山茂町長）篠原議員の質問にお答えをしたいというふうに思いますが、

以前の一般質問の際には、この合葬墓というか、町民からのその意向というのは、

私は直接聞いたことはなかったのは事実でありました。で、本日までに、直接この

合葬墓について御要望があったのは、町内から１件はあったところであります。で、

合葬墓のその設置が各地で進んでいることは承知をしているところでありますが、

本町においても、この５年間で墓を撤去する、いわゆる墓じまいについては８件と

いうふうなことで確認をしております。さきの議会でも答弁いたしました墓を中心

に家族のきずなが深まるという考え方については、日本の文化として尊重していき

たいというふうに考えています。もちろん御質問の内容についても十分に認識して

いるところでありますし、また、合葬墓の設置にあっては、墓以外の供養として、

寺院の納骨堂を利用される方もいて、その納骨堂から合葬墓に移動することも考え

られ、納骨堂じまいにも関連することから、寺院との調整も必要になるものと考え

ています。先般も新聞等でもこのような記事がたしか出ていて、いろいろと問題が

起きているという、そんなこともたしか載っていたところでありますので、その点

も踏まえて調整が必要であろうかというふうに思っています。その上で。現在北空

知葬祭場の基本設計とそれから実施設計が進められているところであります。予定

では令和５年度には建設に着手して、令和６年度には完成する計画であります。本

町はこの完成に合わせて、旧沼田町火葬場の解体と、それから跡地利用を考えなく

てはなりませんので、並行して検討してまいりたいというふうに思います。以上で
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す。 

○５番（篠原暁議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。篠原議員。 

○５番（篠原暁議員）はい。今あの直接町民の要望も聞いて、１件そういう声も確

認されているということで、それについては取り組んでいただいてよかったのかな

と思ってますけども、墓じまいの件については、当然新聞等の報道でも見られるよ

うに、いろいろと問題が懸念されているところだというふうに私も認識しています。

ただ、今現状として、やはりこれだけ合葬墓を設置する自治体が増えてきている中

で、そういう問題も当然乗り越えてきて、この状況にあるんだということと、それ

から、もともとお墓や納骨堂持っていらっしゃる御家庭というのは、やはりそれを

継承していく方がいなければ、なかなか難しいかもしれませんけども、新たにその

合葬墓を必要とするということにはすぐにはつながらないと思います。一方で、い

ろいろ家庭の状況などから、本当に自分が死んだときにお墓がないという方が、じ

ゃ、どうするのかということの問題は、やっぱりその墓じまいとはまた別な問題が

あるんじゃないかなというふうに思っています。で、今、北空知葬祭場の整備の関

係で、沼田町の火葬場を将来的には取壊しというお話がありましたけども、たまた

ま、その火葬場ということで言いますと、私もちょっといろいろ調べていた中で、

旭川の隣の比布町が昨年、合葬墓という言い方ではなくて、共同墓という言い方を

してましたけども、それを設置したんですが、どういう形かというと、比布町もあ

の火葬場が古くなって墓地に、沼田のあそこの藤沢と同じような形で、墓地の下に

火葬場があったんですけども、新しい物を新築して、古くなった火葬場の中を改装

して棚を造って、そこにお骨を納めるようにして、共同墓として使っているという

ことなんで、２，０００体ぐらい入るというようなふうに職員の方言ってましたけ

ども、ただ２０年預かった後は、また改葬するという条件付だという話を聞いてま

すけれども、まあ当分いっぱいになるまでにはまだあるかなと。で、あのそんなよ

うにうまく工夫して使っているところもあると。私たまたま沼田の元の火葬場も見

てきましたけども、建物的にはふるさと資料館よりはよっぽどまだまだ立派なのか

なあというふうには思いましたけども、そういう突然今言ってね、どうかという回

答はなかなか大変かもしれませんけど、そういうふうにうまく活用して、できるだ

け新しい投資を少ない形で工夫している町もあるということなので、たまたま火葬

場の話も町長のほうから声が出ましたので、ちょっと関連づけて話をさせていただ

きましたけども、そういう方向での検討というのも可能なのかどうか、重ねてお願

いします。 

○議長（小峯聡議長）町長。 

○町長（横山茂町長）御意見を頂いたものを踏まえて、様々な形で検討させていた
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だきたいと思います。以上です。 

○５番（篠原暁議員）これについては以上です。 

 

○議長（小峯聡議長）はい。それでは、続いて安倍元首相の国葬に対する町の対応

はについて質問してください。 

○５番（篠原暁議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。篠原議員。 

○５番（篠原暁議員）この夏の参議院選挙最終盤において、安倍元首相が街頭演説

中に銃撃を受けて亡くなるという大変痛ましい事件が起こりました。安倍氏の死去

に対しては、心より哀悼の意を表すものですけども、犯行の動機について、容疑者

の母親が統一教会の信者で多額の献金により家庭が崩壊に追い込まれたことに対し

て、生前、教会と深い関わりのあった安倍氏に対する恨みがあったというふうにさ

れています。で、安倍氏はじめとして政治家と統一教会との関係が、今、大変波紋

を広げていますけれども、岸田政権が、御承知のように９月２７日に安倍氏の国葬

を実施しようと計画しています。現在、国葬に関して法的な根拠がないということ

と、安倍氏について、もちろん国葬行うべきだというふうに支持している方もいら

っしゃる現状はありますけれども、今回、犯行の動機になった容疑者の家庭の関係

のこともあるように、国葬に対する反対の声というのが、今の様々な世論調査の中

では賛成を上回っているという状況があります。そこで、以下の点について、町と

しての見解を求めたいと思います。まず、沼田町において、統一教会やその関連団

体に対して、過去に行事の後援、挨拶を含めた参加もしくは会場を提供したなどの

事実があったか。で、関連団体から寄附を受けるなどのことについても、確認がで

きますでしょうかということで、関連団体というのが資料としてリストを２ページ

にわたって上げていますけれども、非常に多岐にわたっています。本当にたくさん

あるんですけれども、このようなこととの関わりが過去に町としてあったかなかっ

たかということを、まず確認させていただきたいと思います。それから、さきの安

倍家による葬儀の際において、帯広市の教育委員会から市内の小中学校に、半旗を

掲揚するという要請があったというふうに聞いています。これはやはり教育の政治

との中立を定める教育基本法に反している行為であるというふうに考えますけれど

も、このたび計画をされている国葬に当たっては、政府の説明では半旗の掲揚や黙

祷など、弔意を示す行為を求めるものじゃないというふうにされていますけれども、

先ほど申し上げた今の世論の状況なども鑑みたところで、当然沼田町でも半旗の掲

揚や黙祷を行うことを求めるということは、行うべきではないというふうに考えて

いますけれども、それについていかがでしょうかということで、統一教会との関連、

施設の提供など、それから弔意を示すことに関しても、町とそれから関係している
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施設や学校等を管理する教育委員会と、それぞれに関係ありますので、町長と教育

長にそれぞれ御回答いただければと思います。よろしくお願いします。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）改めて御質問に対し回答させていただきたいと思いますが、

まずは、安倍元総理がこのような事件に巻き込まれお亡くなりになられたことに哀

悼の意を表する次第であります。その上で、御質問にありました統一教会に関する

関係団体からの講演あるいは挨拶の依頼などなど、本町においては受けたことはご

ざいません。また、他県で寄附金を返還する例があるというふうに認識しています

が、本町では、企業版ふるさと納税それからクラウドファンディングにおいて各企

業から寄附をいただいていますが、旧統一教会、関連団体からの寄附についてはご

ざいません。これは確認しております。その上で、町として半旗等々求めることを

行うのかということでありますが、現段階で国あるいは道から通達が来ておらず、

検討段階にはないというふうに思ってます。で、いずれにしても他の自治体の動向

を見て決定したいというふうに考えています。以上です。 

○教育長（吉田憲司教育長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）教育長。 

○教育長（吉田憲司教育長）文部科学省では、教育委員会や学校に対して半旗掲揚

や黙祷による弔意表明の協力は求めないというふうにされております。当教育委員

会といたしましては、小中学校に対しまして弔意表明を要請する考えは現在ござい

ません。ただ、教育委員会が所管する学校以外の施設での半旗掲揚については、理

事者の考えや他の動向を見ながら判断したいというふうに思っております。 

○５番（篠原暁議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。篠原議員。 

○５番（篠原暁議員）今、お二人の回答の中で、どちらにも他の動向を見てという

趣旨の御回答があったんですけれども、たまたま今朝の北海道新聞に関連する記事

が載っていたのを見たんですけれども、秩父別町です。半旗の掲揚については行い

たいと思うというような、深川市はその考えはないというような、あと、その他、

北空知関係ですと、やはり他の動向を見てというような感じだったのかなと。沼田

町もし北海道新聞の取材を受けてたのであればそういう御回答だったのかなという

ふうに推察しますけれども。他の動向を見てというのが非常に使いやすい、うまい

言葉ですけれども、じゃ、一体、北空知の中でそういう弔意を示す行動を行うとい

うことが多くなれば、じゃ、やりたいということなのか。やらないというほうが多

くなればやっぱりやらないということなのか。いかにもちょっと主体性がないよう

な気がします。やはり冒頭から申し上げてきたように、法的な根拠がないことに対

して、もし町として半旗を掲げるなどのことを行えば、当然町民は、それに従って
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弔意を表わすということを求められるということになるのかなというふうに私は理

解してるんですけれども、やはり先ほどの民意の部分で反対の世論が過半数を占め

ているようなことを考えたときには、主体的に沼田町はやはりよそがどうであれや

らないという主体的な決断をぜひ示していただきたいなあというふうに再度思うん

ですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（小峯聡議長）町長。 

○町長（横山茂町長）様々な意見・意向があるかと思いますので、そのことを踏ま

えて考えた上で対応したいと思っています。以上です。 

○５番（篠原暁議員）以上です。 

 

○議長（小峯聡議長）はい。それでは、続いて沼田町における平和の取組はについ

て質問してください。 

○５番（篠原暁議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。篠原議員。 

○５番（篠原暁議員）それでは、最後になります。沼田町における平和の取組はと

いうことで、御存じのように、今年２月に突然ロシアがウクライナに侵攻を始めて

から半年以上が経過をしました。いまだに終わりが見えない状況にあります。台湾

を巡っても中国とアメリカが互いに牽制をし合って、一触即発のような状況がある

というふうに認識をしています。このような状況下で、岸田政権は新型コロナウイ

ルス感染症の終息が見えない状況や、それから今、異常な円高を原因の一つとする

物価高騰など、今、国内には大変な状況を抱えている中で、防衛予算の大幅な増額

を計画しています。で、攻められないように軍備を強めるという論理は、相手のさ

らなる軍拡を招き、果てしない軍拡競争に陥ってしまうというふうに考えています

けれども、本来、政治の役割は、攻められないために外交を中心とした努力を行う

ことなのではないかなというふうに考えています。地方にあっても、平和を望んで

実現するために様々な取組が各地で行われています。御承知のように、沼田町は平

成２２年３月に非核平和の町宣言を行っています。そこに文章を見ると、恒久平和

の実現、非核三原則の堅持と核兵器廃絶への決意が書かれています。平和が脅かさ

れているこの今だからこそ、この思いを実現するため行動を起こすべきときではな

いかというふうに思いますけれども、沼田町としてこれまで宣言を具体化するため

にどのような取組を行ってきたのか。また、今後どのように進めていくのか、町長

のお考えを聞きしたいと思います。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）はい。篠原議員の質問にお答えをしたいと思いますが、今ま

でに、過去に特段の取組を行っていないところでありますけれども、今ほど、あっ
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たように平成２２年３月９日に非核平和の町宣言を発しているところであります。

また、戦争のない国際社会の平和を願って、令和４年、今年です、３月１０日ロシ

アによるウクライナ侵攻に関する町長メッセージを発しているところであります。

さらには、例年８月の４日広島平和公園にて実施されている原水爆禁止国民平和大

行進に賛同させていただいて、募金と反核平和の祈りを込めたペナントに署名し、

広島へ届けているところでありますので、この点については篠原議員が同行され、

募金活動についても賛同いただいていることは、御理解いただけるかというふうに

思います。さらに、平和首長会議に加盟もしているところであります。平和首長会

議は、世界の都市が緊密な連携を築くことによって、核兵器廃絶の市民意識を国際

的な規模で喚起し、核兵器廃絶を実現させるとともに、人類の共存を脅かす飢餓、

難民、人権などの諸問題の解決、さらには、環境保全のために努力することによっ

て、世界の恒久平和の実現に寄与することを目的として設置されているところであ

ります。世界各国の都市で構成された団体であり、そこに加盟・参画することで大

きな組織として、核廃絶、世界平和を訴えているものであります。このような活動

を行いながら、世界中が平和な世の中であることを願っているところであります。

以上です。 

○５番（篠原暁議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。篠原議員。 

○５番（篠原暁議員）今、町長のほうから御紹介いただいたように、毎年行われて

いる原水爆禁止世界大会に平和のメッセージを寄せていただいたり、または募金を

いただいたり、これは町長だけじゃなくて教育長と議長からもいただいております

けれども、非常にすばらしい取組だというふうに私も思います。それで、今の中に

なかったんですけども、もう一つ私のほうから紹介させていただきたいんですけれ

ども、８月というのはやっぱり平和のことを考える機会が多い月なんですけれども、

毎年８月にゆめっくるのロビーをお借りして、北空知原水協という団体が原爆写真

展を行っています。それは団体がやってることになるのかもしれませんけれども、

それに当たって教育委員会には趣旨を御理解いただいて、会場使用料を減免してい

ただくというような配慮をしていただいてますので、これも立派な平和に関する町

の取組の一つかなというふうに思います。それから今、いろいろ町長のほうからお

話いただいた中でも、やっぱりもっと頑張ってほしいなあというふうに思うのは、

青少年に対する平和教育というか、そういう取組だと思うんですけれども、沼田町

のスポーツの町宣言というのもやってます。これは結構いろんなところで、先ほど

の行政報告の中にもその文言があったかなと思うんですけれども、看板もあったり、

いろんなところに結構露出しているかなと思うんですけど、それに比べると、平和

の町宣言というのは多分町民もあまりよく知らないのかなという感じもしているよ
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うな状況です。で、ぜひそういうもっと沼田町は平和の活動に取り組んでいますよ

というアピールをしていただきたいなと思うのと、先ほど青少年ということでお話

ししましたけども、北竜町の教育長、先ほど町長が紹介していただいたその平和行

進の賛同署名のお願いで回ったときに、北竜町の教育長が、今年、中学校３年生の

修学旅行は沖縄に行ったんですということで、非常に誇らしげに語ってくださいま

した。で、当然旅費については町のほうからも補助をしていますと。で、ただ遊び

に行くんじゃなくて、沖縄に行って平和のことをしっかり学んできてくださいとい

うことで沖縄に送り出しましたというふうにおっしゃってたのが、非常に印象的な

んですけれども、やっぱり冒頭申し上げたように、こういう非常に厳しい世界情勢

の中ですから、若い人たちに平和の大切さもっともっと伝えていく活動、これが本

当の平和の町宣言の町としての取組になるのかなというふうにも思ってます。深川

市でも、非核平和都市宣言ってやってて、毎年、記念式典をやるですよね。で、あ

の世界大会に青少年を派遣して、その報告会なんかもやるようなんですけど、なか

なか一足飛びにそういう、予算が関わってくることなので、進むということにはな

らないと思いますけれども、だからこそ、今ちょっとこの９月のタイミングで取り

上げさせていただきましたけれども、来年に向けてぜひ前向きにいろいろ御検討い

ただければと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○町長（横山茂町長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）町長。 

○町長（横山茂町長）平和の町宣言に見合う形での活動、それぞれ検討させていた

だいて、今後の対応策を考えていきたいというふうに思います。以上です。 

○５番（篠原暁議員）はい。終わります。 

 

○議長（小峯聡議長）続いて、議席番号７番、長野議員。ＪＲ留萌本線廃止後を「オ

ール沼田」で切り拓けについて、質問してください。 

○７番（長野時敏議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。長野議員。 

○７番（長野時敏議員）７番、長野です。休憩なしで最後まで来るというのはなか

なかないんじゃないかと思ったんですが、最後になりますのでよろしくお願いいた

します。ＪＲ留萌本線廃止後をオール沼田で切り拓け。８月３０日、留萌線沿線４

市町は廃止を受け入れ、石狩沼田留萌間は来年３月末、石狩沼田深川間は２０２６

年３月末の廃止が決定しました。これまでの沼田町の取組はすばらしかったと思い

ます。鉄道ルネサンス構想、乗り続けたいなどの思いが伝わる取組、駅のリフォー

ム、恵比島駅のイベントなど、これらがＪＲへの要望という点では、縦への要望が

分かるんですが、広がり、横に、全道に１７９市町村に巻き込む道民運動のうねり
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につながることが、残念ながらできなかったのではないかというふうに悔やんでい

る思いであります。しかし、この横に広げることに活路があるのではないかと思い

ます。廃線が非常に残念なことではありますが、この与えられた３年半を最大限に

生かすために、オール沼田を生かす英知の結集こそ最重要と考えます。具体的には、

高校生の通学、現中学２年生以下の子供たち、そして高齢者の通院などの代替案を

考えることが急務でありますが、利用者にこの際参画してもらって、専門家の意見

と融合させて、沼田ならではの廃線後の未来図を今こそ大きな声でアイデアを出し

ながら描く絶好の機会ではないかと思います。そして、１年、２年、３年たってか

らというのではなく、まずこの１年が極めて重要ではないでしょうか。以下、３点

お考えを聞きたいと思います。これは私の造語ではありますが、（仮称）ＪＲ留萌本

線廃止後どうしたいか心配な人集まれ懇談会、略称ＪＳＡ、小学校４年生以上に呼

びかけ、この４年生以上というのは、小学校の４年生以上が児童会の会員だったん

じゃないかなというふうに思っておりますので、こんなふうに思っています。そし

て、専門家をコーディネーターとした参加型ワークショップの開催。これですね、

今までの懇談会も町側から一生懸命されていたんですけども、やはり町民の方が意

見を言いづらのではなかったかなというふうに思うんです。ですから、グループ形

式にしていろんな意見を出す。ただ、いろいろな意見が出てくるとちょっと収拾が

つかなくなる心配もありますので、そこのコーディネーターの方を置いてやること

によって、自分たちの、僕たちの、それからおじいちゃん、おばあちゃんの意見も

反映されたと。それから、反映されないにしても、そこで発言することで参画して

いったということにつながるんではないかなという、そういう思いのオール沼田で

あります。ここの部分、１番目、町長にお聞きしたいということと、教育長には、

この子供たちの参画についてで、私はこのタイミングで子供たちが参画するという

ことがとっても重要じゃないかと思いますし、沼田で育ってそして通学してやがて

よその町に行って、また帰ってくるきっかけになっていくんじゃないかな。これは

教育の場として考えてもいいんではないかなというふうに思っております。２番目、

この１番目のＪＳＡの人材とアイデアを活かして専門家を含む、これも仮称ではあ

りますが、ＪＲ留萌本線廃止後プロジェクトチームの設置により、廃止後の鉄路の

未来図を練り上げ、次代につなげる仕組みを創造し、構築していってはどうだろう

か。廃線前はなかなか触れられなかった話題というか、議題ですが、廃線が決まっ

た以上、で、３年半という時間がある以上、ここは本当に町民の声を聞きながら進

めていくことが、町長のおっしゃるオール沼田につながるんじゃないかと思うんで

す。全ての声を拾うことはもうもちろん無理なんですけども、参加してもらうとい

うことが大事だと考えます。３つ目、１と２を合わせて、代替交通の成功事例ＢＲ

Ｔ、バス・ラピット・トランジット、これは北海道にはなかなか馴染まないものか



 

36 

と思いますけども、あの留萌本線の鉄路を、例えばバスが走る専用道路にするとい

う例えばです。ただ冬なんかは無理ですから、冬は一般道を走らせればいいですし、

そうなると通学の足、通院の足というのはキープできるのではないか。例えばなん

です。それらのことを利用者、バス会社、ＪＲ北海道、町で参画協議して、道、国

へのプレゼンに結実させていくと。そして、全市町村の手本になるロールモデルと

して、代替交通というと暗いイメージですけれども、日本一の代替交通の実現を目

指しませんか。できるかどうかは分かりませんけれども、逆に３年半の時間が与え

られたんですから、ここはこんな考えで町長にお聞きしたいと思っております。こ

れまでの取組、本当にお疲れさまでした。そして、廃線が決まった今、これからど

うするかということは、町民を巻き込みながら前に進んでいってはいかがでしょう

かということで御質問いたします。 

○町長（横山茂町長）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）はい。長野議員の質問にお答えさせていただきます。まずは、

１点目の件でありますけれども、我々に３年後、そして未来を見据えて、専門家あ

るいはＪＲに乗り続けたい次世代を担う若者を中心としたオール沼田の会議体を考

えた上で、利便性の高い公共交通体系の構築のため、持続可能なまちづくちに向け

た人材とアイデアを結集していきたいというふうに考えています。それから、２点

目につきましては、現在、産業創出課にＪＲ留萌本線対策室を設置しておりますが、

この対策室を新たな体制に変更していくことを考えた上で、会議体で頂いた様々な

アイデアを基に、学識経験者の専門家の意向も反映できるような、仮称ですが未来

公共交通検討チームで意見集約を図りながら、前向きで実効性の高い未来に向けた

公共交通のあるべき姿を提案してまいりたいと考えています。それから３点目につ

きましては、国あるいは北海道、それから北空知圏域、それから交通事業者、利用

者にも意向を確認、場合によっては参画をいただきながら代替交通の先進地視察あ

るいは実績データを集めながら、利便性の高い持続可能な代替交通の確保と、過疎

地域における新たな交通システムのモデルとなるような検討を進めてまいりたいと。

さらに、廃線後のまちづくりに成功した町として次世代に引き継げるような、我が

町ならではの資源をフルに活用しながら、誰しもに羨ましがられるようなまちづく

りを進めてまいりたいというふうに思っておりますので、議員各位並びに町民の皆

様方に御支援・御協力をお願いさせていただいて、回答させていただきます。以上

です。 

○議長（小峯聡議長）はい。教育長。 

○教育長（吉田憲司教育長）現在の子供たちから意見を出してもらうために、どう

いう方法がいいのか検討が必要かと思いますけれども、幅広い年代から意見を頂く
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ことは大変重要だというふうに思っております。 

○７番（長野時敏議員）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。長野議員。 

○７番（長野時敏議員）はい。町長のお考えそれから教育長のお考え、私も本当に

心強く思いました。そこで資料ですが、もう本当に十分御存じとは思うんですけど

も 

【長野議員 テレビモニターに資料を映す】 

地域の実情に合わせた交通手段の見直し、ダウンサイジング等の一般的なイメージ

ということで、国土交通省からコミュニティバスそして乗り合いタクシー、経路ス

ケジュール利用者に合わせるパターン、そしてタクシーの活用、そして自家用車ま

たは有償旅客運送、で、スクールバス、福祉輸送、病院・商業施設等の送迎サービ

スの積極的活用、これらの選択肢を、どうしても今まで町民の方というのは新聞報

道などちょっと暗い情報ばかりで、新たな選択肢というのはあまり分からなくて、

意見も出しづらかったと思いますので、例えばこういう選択肢を提示するというの

が１つです。２つ目ですが、これは資料の２の１です。これはＢＲＴという形で、

雪のあるところにはなかなか馴染まない形でもあろうかと思うんですが、先ほど言

いましたよう思い切って雪のない季節だけという方法もあるのではないか。それか

ら、運転手が不足ということはどこでもあるんですけどもＪＲ東日本気仙沼線で自

動運転の実証実験を公開している。資料の２の３ですが、これは道内です。雪はあ

まり多くないですけども、江差木古内線バスで、人に優しいイメージの車両で、こ

れだとお年寄りの方も乗降しやすい。ただ、いかんせん、雪のある沼田では難しい

部分もあるんでしょうけども、例えばこういうイメージ、人に優しい車両というの

もあるのかなと。そして、広報上ノ国の中では、カミ優待ということで、現金で払

うのではなくて使いやすいカードで乗降するという、上ノ国なんでカミ優待という

仕組みも工夫されているところを見つけました。それから最後になります。これは

池北線、ふるさと銀河線が、第三セクターからの廃線になったので、沼田とは当て

はまらない部分があるんですけども、観光鉄道として生まれ変わっています。これ

が陸別でできたことが、沼田でできないわけはないんではないかなというふうにち

ょっと勝手に思ったんですけども、まず、銀河線で活躍した列車の乗車体験、乗る

だけですから、実際に運転できる運転体験、これは本当に運転してるんです。４コ

ースありまして２万円、３万円、４万円、５万円コース。そして、５万円コースは

１泊２食つきということで、例えばほろしん温泉に泊まってもらうだとか、それか

らトロッコです。足こぎ式のアクティビティが楽しめます。予約が必要です。これ

も雪のない時期のことなので、雪のあるときに、そんな無理はしていません。しか

も、定休日もこのようになっていて、駐車場があって、公式サイト、ネットから予
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約することが可能というふうになったスタイルです。これも例えばということです。

これをやる環境が沼田町にあるかないかといいますと、石狩沼田から真布までの３．

４キロ、真布から恵比島までの２．９キロ、合わせて６．３キロ、例えばこういう

わくわくするような鉄路の残し方もあるのではないか。お金や組織だとかかかる方

法ではありますけども、そのようなことを紹介いたしました。町長の再度、これら

に対してのお考えをお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）町長。 

○町長（横山茂町長）様々な各地域のモビリティですか、あるいは廃線後の事例な

ども御紹介をいただきまして、誠にありがとうございます。いずれにしても、先ほ

どから言うように、今後の廃線後を見据えて、我が町に必要なその公共交通の在り

方、体制も含め、さらには廃線跡地の利用方策についても、町民の皆様方と懇談、

検討をしながら方向性を見いだしていきたいというその参考の事例として受け取ら

させていただきたいと思います。以上です。 

○７番（長野時敏議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。長野議員。 

○７番（長野時敏議員）事例として紹介しまして、町長も先ほど先進地の例なども

調べていきたいと。これについても御理解いただいたというふうに受け止めました。

ということで、もう一度私が今回提案したタイトルに戻るんですけども、留萌本線

廃止後をオール沼田で進めていくということで、町民を巻き込んでいくという点で、

町長、その部分はよろしいですね。ということで。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）せっかくなので。先日来、国交省が今後の公共交通に関して、

今こそ国、自治体、事業者それぞれの知恵と努力を結集して、人口減少時代にも安

心して利用できる移動手段を確保する行動を、今こそ取ってほしいということを言

われていたところです。その頑張る地域にはしっかりと支援していきたいという、

そんなコメントもあったようでありますので、改めて様々な交通モードを検討しな

がら、我が町の町民が安心して暮らせるその環境づくりを進めるために、努力して

まいりたいというふうに思います。以上です。 

○７番（長野時敏議員）はい。 

○議長（小峯聡議長）４回目ですけど。 

○７番（長野時敏議員）終わります。 

○議長（小峯聡議長）以上で、一般質問を終了いたします。ここで暫時休憩といた

します。再開は３時４５分より再開します。議員の皆さまは２５分から全員協議会

を開きますので、議員控室にお集まりください。 

午後 ３時１４分 休憩 
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午後 ３時４５分 再開 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）それでは、再開いたします。日程第９、議案第６１号、職員

の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。提

案理由の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（村中博隆課長）議案第６１号、職員の育児休業等に関する条例の

一部を改正する条例について。職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例を提出する。令和４年９月１５日提出、町長名でございます。職員の育児休業等

に関する条例の一部を改正する条例。職員の育児休業等に関する条例（平成４年条

例第７号）の一部を次のように改正する。以下、条文の朗読を省略させていただき

まして、提案理由を申し上げます。妊娠、出産、育児など仕事の両立支援に関しま

しては、令和３年８月１０日に人事院が行った公務員人事管理に関する報告及び国

家公務員の育児休業等に関する法律の改正についての意見の申出の中で、職場環境

の整備が求められているところでございます。そのような中、男性職員の育児参加

や女性職員のさらなる活躍を目的として、非常勤を含めた職員が育児休業等取得し

やすい環境を整備するための制度改正が国家公務員について行われまして、地方公

務員についても同様の措置を講ずるため、地方公務員の育児休業などに関する法律

の改正に伴いまして、育児休業の分割取得、非常勤職員の育児休業などの取得要件

の緩和及び育児休業を取得しやすい勤務環境の整備を行うため、条例の一部を改正

するものです。主な改正内容につきましては、育児休業の取得回数の制限の緩和と

して、育児休業が原則分割取得ができませんでしたが、２回までの分割取得が可能

となる法律改正によって対応する。現在の育児休業等計画書により、申し出た場合

の再度の育児休業取得に係る規定の廃止など整備を行います。また、法改正により、

この２回までの育児休業とは別に、子の出生後８週間以内の男性の育児休業、産後

パパ育休とも言いますけれども、原則分割取得ができなかったことから２回までの

分割取得が可能となるところでございます。また同様に、非常勤職員につきまして

も育児休業の取得要件が緩和されることになり、職場環境の整備を行うものでござ

います。なお、この条例は、令和４年１０月１日から施行することとしてございま

す。以上、提案理由の説明とさせていただきます。御審議のほどよろしくお願いし

ます。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入
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ります。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第６１号に

ついて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第６１号は原案のとお

り可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１０、議案第６２号、町職員の特殊勤務手当に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。提案理由の説明を求めま

す。総務財政課長。 

○総務財政課長（村中博隆課長）議案第６２号、町職員の特殊勤務手当に関する条

例の一部を改正する条例について。町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改

正する条例を提出する。令和４年９月１５日提出、町長名でございます。町職員の

特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例。町職員の特殊勤務手当に関する

条例（昭和５３年条例第４号）の一部を次のように改正する。以下、条文の朗読を

省略させていただきまして、提案理由を申し上げます。令和４年第１回定例会にお

きまして、提案した表記条例につきましては、特殊勤務手当の老人ホーム等処遇改

善手当を新たに追加し、施設介護職員のベースアップ相当額として令和４年９月３

０日までの時限措置としていたところでございます。１０月以降分につきましては、

新たな加算分といたしまして介護職員と支援加算として算定した支給額を従前同様

の配分方法により、介護職員の給与に月額５，０００円を上乗せし支給するもので

ございます。なお、この条例は公布の日から施行し、令和４年１０月１日から施行

することとしてございます。以上、提案理由の説明とさせていただきます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

○４番（高田勲議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。高田議員。 

○４番（高田勲議員）４番、高田であります。９月３０日で切れるんで、それを延

長しますよという話で、それは結構なんですけども、町職員はこの部分で守られる、

介護職員はね。社会福祉協議会さんがやっているデイサービス、それから訪問介護

も当たるのかな、その辺についてはどういうふうに、直接条例とは関係なくて申し
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分ないんだけども、どういうふうになるのかを教えていただきたい。 

○議長（小峯聡議長）はい。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（小玉好紀課長）はい。今御質問にありましたデイサービス、社会

福祉協議会のほうですけども、町が和風園、旭寿園それぞれ５，０００円というこ

とで介護職員、社協といたしましても、これに合わせて同額でということで考えて

調整しておりまして、理事会または協議会、こういったところに諮りながらという

ことになりますけども、増額でということで現在調整しているところでございます。

以上です。 

○議長（小峯聡議長）ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第６２号に

ついて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって議案第６２号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１１、議案第６３号、沼田町移住定住体験住宅条例の

一部を改正する条例についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。住

民生活課長。 

○住民生活課長（嶋田英樹課長）議案第６３号、沼田町移住定住体験住宅条例の一

部を改正する条例について。沼田町移住定住体験住宅条例の一部を改正する条例を

提出する。令和４年９月１５日提出、町長名でございます。沼田町移住定住体験住

宅条例の一部を改正する条例。沼田町移住定住体験住宅条例（平成２８年条例第７

号）の一部を次のように改正する。以下、条文の朗読を省略し、提案理由を説明い

たします。移住体験住宅においては、これまでにその家賃に電気料、灯油代、ガス

代及び上下水道使用料を含んでいましたが、このほど移住定住体験住宅にインター

ネットのＷｉ─Ｆｉ環境を整備したことにより、集合住宅タイプ、戸建てタイプと

も家賃を回線使用料とプロバイダー料金分として１，０００円を追加して含むこと

とするものであります。以上、提案理由の説明をいたしました。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 
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○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第６３号に

ついて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって議案第６３号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１２、議案第６４号、令和４年度沼田町一般会計補正

予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（村中博隆課長）議案第６４号、令和４年度沼田町一般会計補正予

算について。令和４年度沼田町一般会計補正予算を別冊のとおり提出する。令和４

年９月１５日提出、町長名でございます。別冊の令和４年度沼田町一般会計補正予

算（第７号）、１頁をお開きください。令和４年度沼田町一般会計補正予算（第７号）。

令和４年度沼田町の一般会計の補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億２，１

６７万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５９億４，６２５

万２千円と定める。２項省略させていただきます。地方債の補正。第２条、地方債

の追加は、「第２表 地方債補正」による。令和４年９月１５日提出、町長名でござ

います。１０頁をお開き願いたいと思います。歳出でございます。２款総務費、１

項３目ＯＡ管理費、１２節委託料、軽自動車税システム改修委託料１６９万１千円

を補正計上するものですが、国が進める軽自動車税関係手続のオンライン化が令和

５年１月から開始されることに伴いまして、基幹税務システムの改修が必要となる

ことから、改修に必要となる費用を予算計上させていただいてございます。なお、

現状納税証明書で確認している車検時の納税状況をオンラインで確認でき、納税者

にとっては納税証明書の提示が原則不要となり、市町村といたしましては納税証明

書の発行事務が軽減されるものでございます。１６目公共交通事業費、１８節負担

金補助及び交付金、沼田線運行事業者緊急支援事業７５万円を補正計上するもので

す。現在、深川・沼田間のバス路線を空知中央バスにて運行しておりますが、新型
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コロナウイルス感染拡大による利用者減少に加えまして、原油価格・物価の高騰に

より大きな影響を受けていることから、地域公共交通の維持確保のため事業継続に

向けた緊急支援金として沿線自治体で支援するものであります。財源は、新型コロ

ナウイルス感染症地方創生臨時交付金７５万円を歳出補正額と同額計上してござい

ます。２６目物価・原油高騰対策事業３，６７３万４千円を増額計上するものです

が、１０節需用費から１２節委託料まで、第７弾となる、ぬまた町元気応援商品券

配布に係る費用で、いまだ収束の見えないウクライナ情勢に伴う原油価格や物価高

騰による消費低迷と経済活動の停滞が危惧されることから、町民１人当たり１万円

の生活支援商品券の配布に係る所要額を予算計上してございます。１８節負担金補

助及び交付金、ぬまた町プレミアム付商品券発行事業補助金７３９万２千円を補正

計上するものですが、北海道の事業でございますプレミアム商品券発行支援事業を

活用することで、町民の生活支援と併せ町内での消費喚起、地域経済の活性化につ

なげるもので、必要となる所要額を予算計上してございます。財源につきましては、

補助率２分の１でプレミア分相当額の北海道負担分として３００万円と町負担分と

合わせ事務経費を新型コロナウイルス感染対策地方創生臨時交付金で計上してござ

います。３項１目戸籍住民基本台帳費１，３３９万円を補正計上するものですが、

国が令和２年１２月に定めた自治体ＤＸ推進計画において、令和４年度までに原則

全自治体で特に国民の利便性に資する手続について、マイナポータルからマイナン

バーカードを用いてオンライン手続を可能にすることとされてございます。具体的

には令和５年２月までに介護・子育て関連の２６手続及び転出・転入のワンストッ

プ化をマイナンバーカードを用いたオンラインで手続できるようにしなければなら

ず、その整備に係る庁舎内ネットワークの構築やシステム改修費用を予算計上する

ものでございます。改修に当たっての財源は、デジタル基盤改革支援補助金補助率

２分の１で、６６８万３千円を計上してございます。また、これらのシステムを整

備しても、住民の皆様がオンライン申請の利便性を享受するためにはマイナンバー

カードを持っていることが前提となります。本町ではマイナンバーカード交付率約

５０％でございますが、住民の方々が気軽に申請ができるよう、役場庁舎以外のま

ちなかや安心センターなどで申請を受け付けられるよう、タブレット端末や事務用

品等の購入費用の予算を計上し、マイナンバーカードのさらなる普及に努めてまい

ります。財源は、全額国費で計上してございます。１１頁をお開きください。３款

民生費、１項２目高齢者福祉費、２７節繰出金、養護老人ホーム特別会計繰出金１

００万円の増加補正ですが、物価原油高騰対策事業で御説明しましたが、町民の生

活支援策として第７弾商品券を配布することとしておりますが、施設入所者の方々

に対しましては食による楽しみを提供することとし養護老人ホーム特別会計へ繰り

出すものでございます。３目介護支援費、２７節繰出金８９万円の増額補正です。
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特別養護老人ホーム特別会計及び高齢者グループホーム特別会計に、和風園同様繰

り出しを行うものでございます。財源ですが、介護アドバイザー招聘事業にふるさ

とづくり基金を充当してございましたが、介護従事者確保推進事業補助金が確定し

たことから、財源の振替を行っているところでございます。４目障がい者福祉費、

２２節償還金利子及び割引料８０万７千円の補正計上ですが、令和３年度障がい者

福祉費に係る返還金で各事業に伴う実績が確定したことにより返還金を計上するも

のでございます。６目重度心身障がい者等医療費、１２節委託料３０万円の補正計

上ですが、医療給付システム改修委託料で後期高齢者医療制度の改正に伴いまして、

重度心身障がい者医療給付システムの改修が必要となったことから所要額を補正計

上してございます。財源は補助率２分の１で、重度心身障がい者医療給付事業補助

金を見込み計上してございます。１２頁をお開きください。２項２目子育て支援費、

２２節償還金利子及び割引料２９７万円の補正計上は、令和３年度の子育て支援に

関わります国庫負担金等の返還金で、学童保育、養育支援、一時預かり事業等の実

績に基づく返還金の計上と、同じく３年度の障がい児童通所等支援費の国費・道費

負担金の返還金で、障がい児通所に係る実績が確定したことにより返還金を計上す

るものでございます。また、低所得者の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特

別給付事業及び事務費など事業実績に伴い返還金を計上してございます。４款衛生

費、１項３目感染予防対策費２４１万８千円を増額計上するものですが、１２節委

託料２０８万８千円の増額は、医療従事者などワクチン４回目接種対象者が増えた

ことによりまして委託料を増額するもので、１３節使用料及び賃借料３３万円の増

は、広域で取り組んでおります５歳から１２歳までのワクチン接種予約システムを

来年３月まで延長し使用することとなり、接種体制を確保することから増額計上し

てございます。財源は新型コロナ接種体制確保事業補助金を補正額と同額で計上し

てございます。１３頁をお開きください。８目沼田厚生クリニック運営費、１８節

負担金補助及び交付金３，４７９万１千円の補正計上につきましては、行政報告に

も記載してございますが、指定管理に関する基本協定に基づきます令和３年度の沼

田厚生クリニックの損失助成でございます。財源として過疎対策事業債３，４７０

万円充当することし、予算計上してございます。６款農林水産業費、１項１目農業

委員会費１０万１千円を減額するものですが、農業委員会で行います情報収集等業

務効率化支援事業において、タブレット端末を購入し農地の利用状況や現地確認を

行いデータベース化を図るもので、事業費が確定したことにより予算を整理してい

るものでございます。また、１３節使用料及び賃借料３万３千円の増は、モバイル

デバイス管理をタブレット購入代金に含め予算計上しておりましたが、受ける補助

事業が変わり使用料として支出することになり、予算の組み替えを行い併せて財源

も整理してございます。５目道営施設等整備事業費、１８節負担金補助及び交付金
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６５０万６千円の増額補正は、本年度完了を目指し道営事業で実施している原野頭

首工整備において、建設当初に施工された塗装の塗り替えを行う際、既存の塗料に

有害物がないか含有量調査を実施した結果、既定値以上の鉛及び鉛化合物が検出さ

れたことから、塗り替え作業の増加及び鉛対策装備品、産業廃棄物処理費、仮囲い

仮設費の増加などにより事業費が増となることから、町負担金を増額計上してござ

います。財源として補助率２分の１、次世代農業促進生産基盤整備特別対策事業補

助金を計上してございます。８款土木費、４項１目公共下水道費、２７節繰出金３

４万５千円の増額補正ですが、下水道事業担当職員の住居手当、勤務等の実績を見

込み公共下水道特別会計へ繰り出すものでございます。９款消防費、１項２目防災

費、１０節需用費、防災対策費５７万５千円の増額補正ですが、新型コロナウイル

スの感染対策として次亜塩素酸水溶液除菌スプレーを配布交換してございますが、

町民の方々に提供する水溶液を生成するためのパウダー等が不足することから購入

する費用を計上してございます。財源は、地方創生臨時交付金を補正額と同額で計

上してございます。１４頁をお開きください。１０款教育費、１項４目教員住宅管

理費、１２節委託料５２万２千円を補正計上するものですが、教員住宅全１３戸の

うち現在２戸が空き家で来月末に１戸が空く予定となってございます。それぞれの

屋根雪処理を含む管理除雪費用を予算計上させていただいてございます。なお、財

源の一部に教員住宅等賃借料を計上してございます。４項２目社会教育推進事業費、

１０節需用費１９万８千円の増額補正ですが、クラウス１５号の出し入れに使用し

てございます鉄道用車両移動機、アントと言いますが、の車輪から、経年劣化が原

因で欠けてございまして移動に支障を来すことから前車輪２輪の交換修繕を行うも

のでございます。３目活性化センター費、１０節需用費３８万５千円を増額するも

のですが、北竜地区活性化センターに設置してございます灯油タンクの脚の部分が

腐食し、安定性を欠き倒伏することが懸念されることから、交換にかかる費用を予

算計上させていただいてございます。５項４目スキー場管理費６８万３千円の増額

補正は、１０節需用費、修繕料３９万２千円の増は、圧雪車の年次点検修理を行っ

た際の追加修理に伴うものでございます。印刷製本費及び１１節役務費につきまし

ては、スキー場新規オープンに伴うＰＲ費用であり、今後の利用促進を図るのでご

ざいます。５目海洋センター費、１０節需用費２４１万８千円の増加補正は、今年

度プールのろ過水を循環させるポンプが故障し運営することができず、子供たち、

利用者の皆様には御不便をおかけしたところであります。今年度中に循環ポンプの

交換を行い、来年度のオープンに間に合うよう取り進めるものでございます。１５

頁をお開きください。１２款諸支出金、１項３目減債基金費、２４節積立金１，４

４０万円の増額補正ですが、沼田厚生クリニック損失助成金の財源として過疎対策

事業債を借入れし充当することとし提案しておりますが、償還の際の交付税算入率
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を６割と見込み、残りの４割に当たる１，４４０万円を減債基金に積み立て、元金

償還の際の財源とするものでございます。１３款職員費、１項１目職員費、財源振

替をするものですが、教員住等賃貸料、職員費に充当しておりましたが、職員住宅

管理除雪費用の財源とし振替するものでございます。８頁へお戻り願います。８頁、

歳入でございます。１２款地方交付税、１項１目地方交付税３，４１２万３千円を

増額するものでございます。今回提案しております歳出予算に特定財源などを充当

しても、なお不足する額について地方交付税を増額いたしまして収支の均衡を図っ

たものでございます。１６款国庫支出金、２項１目総務費国庫補助金１，１８９万

２千円の増額補正は、歳出２款総務費で御説明した行政手続オンライン化導入と物

価原油高騰対策に係る国庫補助金の計上です。２目民生費国庫補助金、２節社会福

祉費補助金１８９万円の増額補正は、歳出、３款民生費で御説明いたしました各高

齢者施設特別会計繰出金の財源として歳出補正額と同額計上してございます。３目

衛生費国庫補助金、１節保健衛生費補助金２４１万８千円の増額補正は、歳出、４

款衛生費で説明いたしました新型コロナウイルスワクチン接種体制確保に係る費用

で、歳出補正額と同額の計上です。７目消防費国庫補助金、１節消防費補助金５７

万５千円の補正計上は、歳出、９款消防費で御説明した感染対策に係る費用で、歳

出補正額と同額の計上です。１７款道支出金、２項１目総務費道補助金、１節総務

管理費補助金３００万円の補正計上は、歳出、２款総務費で御説明したプレミアム

商品券発行に係る道補助金の計上でございます。２目民生費道補助金、１節社会福

祉費補助金１１５万円の増額補正、歳出、３款民生費で御説明しました介護アドバ

イザー招聘事業と重度心身障がい者医療給付システム改修に係る道補助金の計上で

ございます。４目農林水産業費道補助金、１節農業費補助金３３０万１千円は、歳

出６款農林水産業費で御説明いたしました道営水利施設整備事業に係る道補助金の

計上と事業実績に伴う各補助金の整理をしてございます。９頁をお開きください。

２０款繰入金、１項１目財政調整基金繰入金、１節財政調整基金繰入金２，９３４

万２千円の増額補正は、歳出、２款総務費で御説明いたしました第７弾となる、ぬ

また町元気応援商品券配布に係る財源として財政調整基金の繰入れ実行について計

上いたしております。３目ふるさとづくり基金繰入金、１節ふるさとづくり基金繰

入金１００万円の減額補正は、介護アドバイザー招聘事業の財源振替により整理し

てございます。２２款諸収入、４項４目過年度収入、２節国庫支出金過年度収入２

８万１千円の補正計上は、令和３年度子供のための教育保育給付において実績を確

定し、追加交付を受けるものでございます。２３款町債、１項２目衛生費、１節保

健衛生費３，４７０万円の補正計上ですが、４款衛生費で御説明申し上げました沼

田厚生クリニック損失助成金の財源に過疎対策事業債を充当することとし、補正計

上させていただいてございます。４頁へお戻りください。第２表、地方債補正追加
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でございます。起債の目的、沼田厚生クリニック損失助成債、限度額３，４７０万

円、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりでございます。

以上、申し上げまして、提案説明とさせていただきます。御審議のほどよろしくお

願いします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

○８番（上野敏夫議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。上野議員。 

○８番（上野敏夫議員）８番、上野です。補正予算の１０頁のプレミアム商品券の

販売方法についてお聞かせください。働いている方が平日は買えないて過去にも言

われましたし、２か所で販売するということは町民が例えば両方行っても買えるの

か、さらに何回回っても買えるのか、その辺の決まり事をちゃんと町民に説明して

いくと思うんだけど、その辺の決め事は今どのように考えているか、ちょっとお聞

かせください。 

○議長（小峯聡議長）産業創出課長。 

○産業創出課長（赤井圭二課長）はい。今の御質問ですけども、プレミアム商品券

の実施につきましては、商工会のほうに町から補助金を出す仕組みで実施するとい

う形を取らせていただこうと思っております。ですので、この販売箇所、それから

販売口数の限度、これにつきましては商工会としっかりと協議して決めてまいりた

いと考えております。以上です。（発言する声あり） 

○議長（小峯聡議長）よろしいですか。 

○８番（上野敏夫議員）はい。 

○議長（小峯聡議長）ほかに質疑ありませんか。 

○３番（久保元宏議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。久保議員。 

○３番（久保元宏議員）３番、久保です。１４頁ですね。スキー場管理費、これで

課長のほうから需用費の印刷製本費と役務費の手数料、これ新しくできるスキー場

のオープンのチラシ関係だということなんですけど、このチラシ、何を重視したデ

ザインのチラシをつくって、どういうようなところの配布先に配って、その配り方

はどうなのか。広告の手法ですね、それを教えてください。 

○議長（小峯聡議長）教育課長。 

○教育課長（三浦剛課長）はい。まずデザインなんですが、これにつきまして今ま

だ、具体的なデザイン等につきましては、まだ決めかねておりますので、その辺に

つきましては（「何を重視するかということで」の声あり）あ、重視ですね。（「中

身」の声あり）あ、中身の重視ですね。新たなスキー場のオープンに向けてのチラ

シですので、まだスキー場自体がまだ完成を見てないということもございますので、
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今ＰＲに使っている絵のデザインといいますか、そういったものも使いながらスキ

ー場のＰＲに使っていきたいというふうに考えています。はい。（「それと配り方、

配り先ね」の声あり）配り方につきましては、チラシによる新聞折込みを考えてお

ります。範囲につきましては、北空知と留萌管内に配布することで１万７，０００

枚を配布することで考えています。 

○３番（久保元宏議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。久保議員。 

○３番（久保元宏議員）予算を決める権利のある人は政策を、根拠分かってる人が

予算を計上する権利があると思うんですよね。課長から説明いただいたのも本当お

っしゃるとおりなのかもしれませんけれど、今回のスキー場はかなりの金額を投資

しますし、課長にとっても思い入れのある施設に恐らくなると思いますし、しなけ

ればいけません。そのような施設が、ある程度複合的な広告戦略が必要だと思うん

ですよね。例えば広告費も使いながらテレビなどのパブリも上手に回して、電通や

角川を使えとは言いませんが、やはり化石のクラウドファンディングやハイテクイ

ンターの跡のふるさと資料館のＰＲに関していろいろ疑義がある中で、これからで

きるものに関して、この金額は決して大きな金額じゃないので看過しようと思った

ら看過できるんですが、やはりスタートダッシュのときに、まだ内容も決まってな

いようなチラシの金額を単なる印刷費だけの計上じゃなくて、どのようなスキー場

を我々はこの理念に基づいて造りますから、このような広告をこの人たちに見ても

らいたいと。札幌の地下道に歩いてる人たちに見てもらいたいのか、富良野のスキ

ー場に来る方に見てもらいたいのか、いやいやニセコにいるオーストラリア人に見

てもらいたいのか、そういった戦略的なことに投資をするべき。まさに予算を計上

する方にはそういった政策根拠を持っている方しか私は予算計上できないと思うん

ですが、そこに対しての考え方があまりにもちょっと少なかったので、改めて聞き

たいと思います。 

○議長（小峯聡議長）はい。教育課長。 

○教育課長（三浦剛課長）はい。申し訳ございません。そういった戦略的な発信に

つきましては、今具体的なものをお示しすることはできませんけども、ホームペー

ジや今スキー場の職員等ともいろいろ議論を重ねているところでございますが、Ｓ

ＮＳ等の発信も活用した中で、つけ加えて発信させていただきたいと考えておりま

す。 

○３番（久保元宏議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。久保議員。 

○３番（久保元宏議員）悪いですけど、そういった議論じゃないんですよね。我々

は何を、どんなスキー場を求めているかということと、それと一般のニーズの方々
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とのマッチングをまず、この広告の仕方が入ると思うんですよね。ＳＮＳとかチラ

シを使うとは当然のことで、そのＳＮＳで何を訴えるか、チラシで何を訴えるか、

パブリで例えばＴＶｈなりＳＴＶさんなりをどのように活用するのかと、そこら辺

の複合的なハイブリッドの広告戦略があるのかないのか、それをなくて今までどお

りにホームページを使います、ＳＮＳを使いますということで、納得するレベルの

投資ではこれはないと思うんですが。ちょっとしつこくて恐縮なんですが、その準

備がこれからされるのであるもしくはそういうプロジェクトチームがあるのであれ

ば、それはもう少し待ってくださいというような回答でも構いませんので、よろし

くお願いいたします。（発言する声あり） 

○議長（小峯聡議長）はい、副町長。 

○副町長（菅原秀史副町長）ちょっと私の回答が適切じゃないかちょっとあれです

けど、基本的には予特等々でも話したとおり、基本的にはうちの山は大きな山では

ないので、俗に言う小学生、中学生、そういうスキー学校だとか、そういうどちら

かと言うと上級じゃないと言いませんけど、基本的にはそういう子供たちだとか含

めた中で、それと今回ペアリフトにした中で、安全性、今までと違った安全措置等

と、あと今までもうちのロッジにつきましては手狭だというようなことで、かなり

そういう御意見もありましたので、この辺を既に先月だったというふうに思ってま

すが、教育委員会のほうで各学校関係、教育委員会関係だとか近隣でございますが、

その辺回っておりますんで、基本的にターゲットとしてはそういう小さなお子さん、

今ある沼田のスキー学校も活用した中で、そういう裾野を広げるというところのス

キー場のＰＲというふうに取り進めてまいりたいというふうに考えているところで

す。 

○３番（久保元宏議員）その辺が大事になりますんで、よろしくお願いします。以

上です。 

○議長（小峯聡議長）ほかに質疑ありませんか。 

○４番（高田勲議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。高田議員。 

○４番（高田勲議員）４番、高田であります。２点ほど。まず、これは１３頁、私

の聞き間違いだったらすいません。公共下水道費で会計に一般会計から繰り出しに

なっているんですけども、職員費の関係だというふうにさっき伺ったんですが、あ

んまり個人的な話はしたくないので、担当している職員が何らかの形で生活環境条

件が変わったからこういうふうな歳出、歳出というかが発生するという思いでいい

のかというのがまず１つ目。２つ目は１４頁です。教員住宅管理費、除雪委託料で

５２万ほど増えてるんですけども、ちょっとさっき説明のときに何件あって何件入

っているというの聞き忘れたんで、まずそれを一点聞きたいなというのと。たしか
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教員住宅、去年入ってもらうために直してるよね、すごい金かけてね。それで予定

より入っている人が今少ない状態だから当然こういうふうな補正が出てくるんだろ

うと思うんです。これは教育委員会としてこれから教員の皆さんにね、こういうふ

うに入ってくれということでどのような形でお願いしているのかということ、２点

聞きたいと思います。 

○議長（小峯聡議長）総務財政課長。 

○総務財政課長（村中博隆課長）下水道事業の繰り出しの関係でございますけれど

も、担当している職員の年収が上がったということもありまして、住宅手当ですと

かそういったものが、住宅料が上がったということがあって、その分を補填しなき

ゃいけないという、住宅料が上がるもんですから、その分の住宅手当を上げなきゃ

いけないという部分と、あと職員の配置というか、予算のときはあれだったんです

けども１人退職して、その人間が当初下水道事業のほう賄ってたんですけれども、

新たな違う人間が下水道担当することになって、それの超勤だとか超勤の費用です

とかが発生してきたということで御理解いただきたいと思います、はい。あと教員

住宅の戸数の関係だったんですけれども、１３戸がありまして、今現在２戸が空き

家になってございます。（「２戸あるのね」の声あり）はい。あと１戸がですね、今

住宅を新築してる方が、先生がございまして（発言の声あり）はい、１０月いっぱ

いぐらいで空く予定になってございまして、合計３戸空くということでございます。 

○議長（小峯聡議長）はい。教育課長。 

○教育課長（三浦剛教育課長）現在空き家になっているほうの教員住宅につきまし

ては、この春の先生方の異動によりまして、もともと入っていた先生方が転出して

いなくなった住宅になっております。それで代わりに入ってくる先生というものが

今年、学校の先生の加配の減少によりまして（発言する声あり）ええ。減っている

という状況がございますので、その空き家の状態になっている形になっております。

（発言の声あり）はい。 

○議長（小峯聡議長）よろしいですか。ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。御意見ありませんか。 

○１０番（大沼恒雄議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。大沼議員。 

○１０番（大沼恒雄議員）第７弾の地方創生臨時交付金は非常にありがたい話なん

ですけれども、一つにはこれから冬を迎えるのに当たって、沼田は大体年間で２，

０００リットルくらいの灯油をたかれるかと思います。灯油の、福祉灯油の基本が

１００円とした場合、今灯油の価格が１２３円ぐらい示しているようです。そうな
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ると、やはり第７弾出していただいたのは非常にありがたいんだけれども、２３円

掛ける２，０００リッターというと４万６千円ほどになります。これについて検討

をしていただきたい。それから９月の９日の閣議決定で、やはり６，０００億ぐら

いの原油高騰対策費が国会で認められてます。これについては中小企業の原油高騰

対策で、中小企業の原油高騰で手助けをしなさいというふうにもなっているような

ので、この辺をかいま見ていただきまして、これらの意見をつけさせていただきま

して、原案に賛成したいと思います。以上です。（発言する声あり） 

○議長（小峯聡議長）ほかに御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第６４号に

ついて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって議案第６４号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１３、議案第６５号、令和４年度沼田町養護老人ホー

ム特別会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。和

風園園長。 

○和風園園長（安念昌典和風園園長）議案第６５号、令和４年度沼田町養護老人ホ

ーム特別会計補正予算について。令和４年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予

算を別冊のとおり提出する。令和４年９月１５日提出、町長名でございます。別冊

の令和４年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予算（第３号）の２頁をお開きく

ださい。令和４年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予算（第３号）。令和４年度

沼田町の養護老人ホーム特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１００万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億４，６３０万６千円と定め

る。２項については省略させていただきます。令和４年９月１５日提出、町長名で

ございます。 

（「説明省略」の声あり） 

御審議のほどよろしく願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第６５号に

ついて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第６５号は原案のとお

り可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１４、議案第６６号、令和４年度沼田町特別養護老人

ホーム特別会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。

旭寿園園長。 

○旭寿園園長（荒川幸太園長）議案第６６号、令和４年度沼田町特別養護老人ホー

ム特別会計補正予算について。令和４年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計補正

予算を別冊のとおり提出する。令和４年９月１５日提出。町長名でございます。別

冊令和４年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第３号）の２頁をお開

き願います。令和４年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第３号）。令

和４年度沼田町の特別養護老人ホーム特別会計の補正予算（第３号）は、次に定め

るところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出

それぞれ８０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億１０７万

９千円と定める。２項については省略いたします。令和４年９月１５日提出。町長

名でございます。（発言の声あり） 

○議長（小峯聡議長）説明途中です。 

○旭寿園園長（荒川幸太園長）補正予算を御説明する前に、旭寿園における新型コ

ロナウイルス感染症の報告を申し上げます。８月に発生しましたクラスターにおい

ては職員４名、利用者６名の計１０名となり、８月３１日をもって終息を迎えまし

た。９月１５日現在、職員及び利用者の感染者はいない状況でございます。引き続

き園内における感染予防対策の徹底に努めてまいります。それでは、今回の補正予

算の主な内容について御説明いたします。７頁、歳出をお開き願います。今回の補

正内容につきましては、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を

活用した感染予防に関する各種経費に係る補正予算でございます。２款１項１目事

業費です。１０節需用費８０万円の増額につきましては、食による元気回復事業と

して入居者へ日頃の食事にデザート等を提供する賄い材料費８０万円を計上してお
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ります。６頁、歳入をお開き願います。３款繰入金、１項１目１節一般会計繰入金

８０万円の増額につきましては、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金分について、一般会計から繰入れ、歳出で御説明しました、需用費を財源と

するものでございます。以上、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。はい、上野

議員。 

○８番（上野敏夫議員）８番上野です。前回も私、この賄い費ということでなくて、

その人に、入居者に相談すると、いろいろ回答いただいたんですけど、何も変わっ

てないように、また同じ賄い費で食事だけというのが、デザートも、それで、それ

を利用できない人もいると、私、前、言ったんですけど、その辺の考えは、今回は

全然、その辺の入居、入園している人方については、気遣いはないんですか。全部

賄い費なんですか。 

○議長（小峯聡議長）旭寿園長。 

○旭寿園園長（荒川幸太園長）当初予算及び前回の臨時交付金の中では、食料費と

して８０万円、１人１万円掛ける８０万円で食料費として予算計上させていただき

ました。この分につきましては、園内におけるレク、前回、最近でありますと、キ

ッチンカーを呼びまして、こうデザートを提供したりしているもので使っておりま

す。今回は賄い材料費ということで、食料費でも賄い材料費ということで、日頃の

食料の部分に今のところ果物を旭寿園のほう、提供してなかったんで、今、コロナ

禍で少しそういう部分の栄養価が落ちてる部分もありまして、一品を添えて利用者

に提供しておりまして、上野の議員のお話のそれぞれに好きなように使う趣旨には

そぐわないかもしれないんですが、園の状態を考えますと、全利用者に提供できる

方法を考えたところでございます。 

○議長（小峯聡議長）はい。上野議員。 

○８番（上野敏夫議員）いや本当に、果物とか高齢者にとっては本当に食べて、栄

養価のある、楽しみのある、これも入園してる人が全部その対応、食べれるか分か

んないんですけど、私が前回行ったのは、家族に、その、食べれないというのか、

いろんな体の不自由な方がいたら、そこに、家族の方に相談した中でお金を使うよ

うなことで前回聞いたんですけど、今回は一つも、園の中で全部処理するというこ

となんですか。 

○旭寿園園長（荒川幸太園長）今回、御提案させていただくのは、あくまで元気の、

食ということで予算計上してまして、そのように考えております。 

○８番（上野敏夫議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。上野議員。 
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○８番（上野敏夫議員）本当に沼田の町民全員に、コロナ給付金的な１万円を配っ

た中で、それぞれ自由にって、いろいろこう使える中で、ホームだけは、何ちゅう

か、食事、果物的なもので１万円を使うというのを、ちょっと私的には、例えば、

下着一枚でもそのお金を使って、何というか、気持ちよく入園するように使えるこ

とも視野に入れていただきたいなと思ったんですけど、その辺の考えはやっぱりな

いですか。 

○議長（小峯聡議長）旭寿園長。 

○旭寿園園長（荒川幸太園長）以前、数年前に商品券、それぞれ頂いた経緯がござ

いまして、その際には、担当職員等でそういう衣類とか趣向に合ったものを御提案

させて、提供させていただいたところでございますが、やはりこのコロナ禍におい

てそれぞれの利用者の趣向と、旭寿園におきましては、なかなか意思疎通、取れな

い方もいらっしゃるので、そういう部分を含めまして、前回以降から食ということ

で御提案させていただいているというのが現状でございます。 

○議長（小峯聡議長）よろしいですか。 

○８番（上野敏夫議員）まあ、仕方ない。 

○議長（小峯聡議長）ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。第６６号につい

て採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第６６号は原案のとお

り可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１５、議案第６７号、令和４年度沼田町高齢者グルー

プホーム特別会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めま

す。なごみ施設長。 

○なごみ施設長（荒川幸太施設長）はい。議案第６７号、令和４年度沼田町高齢者

グループホーム特別会計補正予算について。令和４年度沼田町高齢者グループホー

ム特別会計補正予算を別冊のとおり提出する。令和４年９月１５日提出。町長名で

ございます。別冊令和４年度沼田町高齢者グループホーム特別会計補正予算（第２
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号）の２頁をお開き願います。令和４年度沼田町高齢者グループホーム特別会計補

正予算（第２号）。令和４年度沼田町の高齢者グループホーム特別会計の補正予算（第

２号）は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算

の総額から歳入歳出それぞれ９万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ５，１９２万２千円と定める。２項については省略いたします。令和４年９月

１５日提出。町長名でございます。 

（「説明省略」の声あり） 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第６７号に

ついて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第６７号は原案のとお

り可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１６、議案第６８号、令和４年度沼田町公共下水道特

別会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。建設課

長。 

○建設課長（瀧本周三課長）議案第６８号、令和４年度沼田町公共下水道特別会計

補正予算について。令和４年度沼田町公共下水道特別会計補正予算を別冊のとおり

提出する。令和４年９月１５日提出。町長名でございます。別冊の令和４年度沼田

町公共下水道特別会計補正予算（第１号）の２頁を御覧ください。令和４年度沼田

町公共下水道特別会計補正予算（第１号）。令和４年度沼田町の公共下水道特別会計

の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、

歳入歳出の総額に歳入歳出それぞれ３４万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ１億７，２６８万４千円と定める。２項を省略とさせていただき

ます。令和４年９月１５日提出。町長名でございます。今回の補正につきましては、

今年度の人件費のうち住宅手当及び超過勤務手当の執行見込みが当初予算を超過す
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る見込みとなったことから、所要額をそれぞれ増額補正することが主な内容でござ

います。歳出から説明させていただきます。７頁を御覧ください。歳出。１款下水

道費、１項１目一般管理費３４万５千円の増額は、３節職員手当等の住宅手当及び

超過勤務手当の執行見込みが当初予算を超過するため、所要額を増額補正するため

のものでございます。なお、財源につきましては、一般会計からの繰入金を充てさ

せていただいております。６頁を御覧ください。歳入について説明させていただき

ます。歳入。５款繰入金、１項１目一般会計繰入金３４万５千円の増額は、７頁で

説明いたしました、人件費の増額について増額するものでございまして、一般会計

からの繰入金により、公共下水道特別会計の収支の均衡を図るものでございます。

以上、提案の説明とさせていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

○４番（高田勲議員）議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。高田議員。 

○４番（高田勲議員）４番高田です。ちょっとしつこいようなんですけども、今、

下水道会計見ると、住宅手当は２万円ぐらいなので、まあ、これは収入増えたから、

こういうのは分かるんだけども、この超勤手当が２６万１千円というのは、１時間

単価どのぐらいで計算するのか分からないけど、２，０００円で計算しても１３０

時間超勤するってことだよね。この辺の説明をお願いします。なぜか。 

○議長（小峯聡議長）建設課長。 

○建設課長（瀧本周三課長）御説明させていただきます。当初予算段階なんですけ

れども、これについては年間の給料総額、１２月分に対しまして８％で見込んでお

りました。実際、時間に換算すると約１２０時間となりますけれども、４月から７

月までの執行状況と８月以降の執行見込みを含めますと、年間で２８０時間が必要

というふうに試算したため、不足する１６０時間に関する経費を増額補正させてい

ただきました。以上でございます。 

○議長（小峯聡議長）よろしいですか。はい。高田議員。 

○４番（高田勲議員）過去というか、例えば、今は令和４年の会計だけども、令和

３年の会計とか令和２年の会計でも、この下水道会計に関する超勤手当はそのぐら

い発生していたのですか。 

○議長（小峯聡議長）はい。建設課長。 

○建設課長（瀧本周三課長）ここ２年ぐらいだと思いますが、下水道会計の会計か

ら支払をしていた担当職員については事務職員でした。一部休職期間中などがあり

まして、時間外の支給はほぼありませんでした。今回、担当させる職員については、

今まで土木系の技術職員に担当いただいておりまして、その中での時間外の支給と
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なっているというのが現状でございます。 

○４番（高田勲議員）いいですか。確認。 

○議長（小峯聡議長）はい。高田議員。 

○４番（高田勲議員）大体分かります。仕事量が増えたりとか、そういうことはな

いですよね。 

○建設課長（瀧本周三課長）はい。 

○議長（小峯聡議長）建設課長。 

○建設課長（瀧本周三建設課長）はい。担当職員、もともと技術職でございました

ので、それに対して仕事量が大幅に増えたものではございません。通常ベースでの

勤務状況でございます。 

○４番（高田勲議員）はい。いいです。 

○議長（小峯聡議長）ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第６８号に

ついて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第６８号は原案のとお

り可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１７、議案第６９号、令和４年度沼田町水道事業会計

補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。建設課長。 

○建設課長（瀧本周三課長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。 

○建設課長（瀧本周三課長）議案第６９号、令和４年度沼田町水道事業会計補正予

算について。令和４年度沼田町水道事業会計補正予算を別冊のとおり提出する。令

和４年９月１５日提出。町長名でございます。別冊の令和４年度沼田町水道事業会

計補正予算（第３号）の３頁を御覧ください。令和４年度沼田町水道事業会計補正

予算（第３号）。第１条、令和４年度沼田町の水道事業会計の補正予算（第３号）は、

次に定めるところによる。業務の予定量。第２条、予算第２条第４号を次のように

改める。（４）主要な建設改良事業費９，８３３万円。資本的収入及び支出。第３条、
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予算第４条本文中括弧書き中、９９３万６千円を９９６万３千円に改め、資本的収

入及び支出の予定額を次のとおり補正する。収入。第１款資本的収入３９０万円の

増額は、第１項企業債３９０万円を増額するものでございます。支出。第１款資本

的支出３９２万７千円の増額は、第１項建設改良費３９２万７千円を増額するもの

でございます。企業債。第４条、予算第５条に定めた起債の限度額を次のとおり改

める。起債の目的。配水設備改良工事費に係る起債限度額９，０１０万円を９，４

００万円に改めるものでございます。令和４年９月１５日提出。町長名でございま

す。今回の補正につきましては、現在、高穂スキー場ロッジ改築工事を施工中であ

りますが、当初、町道高穂スキー場線に沿ってロッジまで敷設されている配水管の

直径を平成８年度に整備された上水道台帳に基づき５０ミリと見込んでいたところ、

試掘により、ロッジから約６０メートルまでの管の直径が２５ミリでありました。

ロッジの水圧や水量については、メーターで直径４０ミリを想定した設計となって

いることから、このまま接続した場合にオープン後の数量及び水圧の低下により、

利用者に不便が生じるおそれがあるため、必要な水量、水圧を確保するべく、直径

５０ミリとする配水管改修工事に係る所要額を増額補正することが主な内容でござ

います。８頁を御覧ください。下段の資本的支出について説明させていただきます。

資本的支出。１款資本的支出、１項１目配水設備改良費３９２万７千円の増額は、

工事請負費において町道高穂スキー場線配水管改修工事に係る経費を補正計上する

ものでございます。この補正は、今回改修工事を行う町道高穂スキー場線に沿って

ロッジまで敷設されている配水管、これが平成５年度に敷設されており、平成８年

度に整備されました上水道台帳図では直径が５０と記されておりました。しかしな

がら、ロッジの接続に向け試掘したところ、ロッジから約６０メートルまでの管の

直径が２５ミリだったことから、ロッジの水量や水圧メーター等を確保するべく、

直径５０ミリとする配水管改修工事に係る所要額を増額するものでございます。上

段の資本的収入について説明させていただきます。資本的収入。１款資本的収入、

１項１目企業債３９０万円の増額は、今ほど資本的支出で御説明いたしましたが、

町道高穂スキー場線配水管改修工事の財源として、上水道事業債を増額するもので

ございます。なお、資本的収入が資本的支出に対し生じる総額は、過年度分損益勘

定留保資金等で補填させていただきます。以上、提案の説明とさせていただきます。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

○８番（上野敏夫議員）議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。上野議員。 

○８番（上野敏夫議員）８番上野です。本当に、高穂スキー場ロッジが新しくなっ
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て、まあ、私がトイレ云々ということで、水道管が足りなかったかなと思いますけ

ど、それは別として、その水道管がどこに敷設されているかという、その水道管の

図面があやふやな感じがしております。というのは、近くの農家の人に聞いたら、

何日もかかって、ある会社があっち堀りこっち掘り、舗装をめくり、本当に仕事に

は影響はないといえども、何日もかからなきゃならない、その水道管の資料、図面、

このことについてちょっとこれからそういうことないようにしてほしいのと、今回

の予算の中に、その舗装、取り付け道路の舗装があっちこっち穴開いた、この修繕

も含まれているのか、その辺をお聞かせください。 

○議長（小峯聡議長）建設課長。 

○２番（畑地誉議員）関連。 

○議長（小峯聡議長）いや、いいです。建設課長、答弁して。 

○建設課長（瀧本周三課長）よろしいですか。 

○議長（小峯聡議長）はい。 

○建設課長（瀧本周三建設課長）まず、その台帳のお話から先に回答させていただ

きたいと思います。そもそも台帳の整備に当たっては、過去には３年に１回程度の

形で整備がされておりました。恐らく工事が終わった後に図面等を提供しながら整

理をしたのかなというふうに思います。そのような中で、今回、かなりもう二十数

年を経過した中で、過去の台帳自体がどのように整理されているかということにつ

いては、関係書類の保存期間もちょっと過ぎておりまして、明確ではなかったのが

現状でございます。いずれにしましても、今後、台帳整備に当たりましては、十分

に今回、工事を行った成果、そんなものを把握をした中で反映をしていくよう、注

意を図っていきたいというふうに考えております。あと、もう一点。（「舗装」の声

あり）今回、舗装の件については、今段階の私が把握している中では、入ってはい

ないです。以上です。 

○８番（上野敏夫議員）入ってないの。 

○建設課長（瀧本周三課長）たしか入ってなかったと思いますが、ちょっと確認を

させていただきたいと思います。 

 

（ 会議時間の延長 ） 

○議長（小峯聡議長）ちょっと、今、５時前ですので、本日の会議時間について宣

告したいと思います。本日の会議時間は全ての議事日程が終了するまで延長するこ

とをここで宣告いたします。 

 

○議長（小峯聡議長）それでは、審議続けます。上野議員。 

○８番（上野敏夫議員）確認中だと思うんですけど、今、水道管を５０ミリに切り
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替える場所の深さが、過去には１メートル４０は入っているという説明も受けたん

ですけど、そこまで入れなくても、その黒パイプっちゅうのは、水道パイプっちゅ

うのは二重になってて、弾力性があるので、用水のところは多少なりこう深く安全

なところに埋めるかもしれないけど、そのスキーロッジについて、そんな深くする

必要ないと思うんですけど、その、何というかな、技術的なことと予算のことで、

それは設計図がどうなってるか分かんない、もしくは了解もらえれば現地を、その

工事のときに現地見せてもらえることは可能なのか、その辺ちょっとお願いします。 

○議長（小峯聡議長）建設課長。 

○建設課長（瀧本周三課長）今ほどのお話につきましては、先ほど説明をさせてい

ただいたように、凍結深、凍結する深さ、決まっておりまして、それを浅くするこ

とについてはできないというふうに判断しております。あと、先ほど誤った回答し

ましたが、舗装の工事、それについても、確認を取りましたら入っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）よろしいですか。 

○８番（上野敏夫議員）はい。 

○議長（小峯聡議長）ほかに。畑地議員。 

○２番（畑地誉議員）２番畑地です。ちょっと関連がある部分もあるんですが、先

にちょっと別件で、まず質問させていただきます。５０のところに２５が入ってた

ということで、もともとの水道のメーターはどうなっていたのか、それと水道料金

は２５と５０でどういう違いがあるのか、ちょっとその辺、教えていただきたいと

思います。 

○議長（小峯聡議長）副町長。 

○副町長（菅原秀史副町長）私のほうから若干説明させていただきたいと思います

けど、今ほど建設課長から説明ありましたが、本管部分が、管網図、という言い方

しますが、管網図で５０ミリの、入っているという形になっていました。その中で、

それは、基本的には、設計図だとかそういう詳細なものじゃなく、本町の、市街地

もそうですが、こっちの道路の右側に何ミリの管、どんな部材のものが入ってるか、

そういうものが、俗に言う、私たち事務屋でも分かるようなもので入ってます。そ

れが、今、スキー場までの引き込みになりますが、引き込みといっても、スキー場

までの１００メーター以上あると思いますけど、そこまで５０ミリの管が入れてあ

るという管網図上の表示でありました。しかしながら、それを見て、新たに造るロ

ッジの水道、メーター、ここまで近場まで５０ミリで来ているという判断で当初設

計になっておりましたが、その管網図も、そのとき概略といいますか、路肩から何

メーターのところに入っているというよりも、右側に入っている左側に入っている

という、基本的にそういう図面でございます。 
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○２番（畑地誉議員）いや、そういうことじゃなくて、水道メーター、何をついて

たのかっていう。 

○副町長（菅原秀史副町長）それは２５で、２５ミリですね、既存のものは。 

○２番（畑地誉議員）２５ついてたんなら、２５って考えないんですか。 

○副町長（菅原秀史副町長）本管を入れたときに、２５ミリで、一般的には本管は

５０ミリ程度のもの入れてきますので、実際に、例えば、家庭のメーター、１３ミ

リだとか２０ミリが大半ですが、ですけど、家の前走ってるのは大体５０ミリだと

かが走っているような状況になっていますので、設計の段階で管網図を信じてとい

いますか、それのみを見た中で今回のつなぎを考えたもんですから、実際には用水

の手前でもう５０ミリが終わってて、用水をくぐったところからもう、俗に言う、

スキー場の引き込みという形になって２５ミリだったということで御理解願います。

ですので、初めの段階で、平成５年にやった設計書、図面だとかを確認してれば、

そのようなことは起きなかったということは、これは反省しなければいけないとい

うふうに思っています。 

○議長（小峯聡議長）畑地議員。 

○２番（畑地誉議員）ちょっと最初に聞いたのは、料金の違いがあるのかどうかと

いうことなんですよね。 

○議長（小峯聡議長）建設課長。 

○建設課長（瀧本周三課長）料金については、メーターによって、メーターの使用

料、あと、基本料金が若干違います。ちょっと明確な金額は、手元に資料ありませ

んので、またお答えしたいと思いますけれども。 

○２番（畑地誉議員）ちょっと、私、調べてみたんですけど、ちょっと５０になっ

たら急に跳ね上がるような数字になっていませんか。どうでしょう。 

○議長（小峯聡議長）建設課長。 

○建設課長（瀧本周三課長）ちょっと、今、お時間を頂いた上で回答させていただ

きたいと思いますので、ちょっと今、明確には。 

○２番（畑地誉議員）いや、町の決まりで１か月分の使用料が６７１円と２，３７

６円かな、急に上がるんですよね。だから、５０を引かないで４０にしたほうが、

今までの設計が４０だったのに、なぜ５０にしたのか、ちょっとその点が合点いか

ないんですよ。年間使用料でいくと、多分毎月の加算になるんで相当変わってくる

と思うんですよ。 

○議長（小峯聡議長）はい。副町長。 

○副町長（菅原秀史副町長）もともとのメーターはもちろんの既存のロッジ分でし

たので、例えば、トイレの数あるいは蛇口の数、この辺を考えた中で既存は２５だ

ったと。今回、新しくロッジを改修する中で、俗に言う、トイレの数が増えたり、
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いろんな部分で水の出口が増える中で、一定量の水圧、水量を維持するためには５

０ミリ程度が必要だと、その中で、高いのは、基本的には各戸についているメータ

ーは、先ほども言いましたけど、２０ミリか１３ミリが主流でございます。５０ミ

リとなると、基本的に会社だとか、大きな工場、大きな工場はもっと大きいと思い

ますけど、俗に言う、業務用、団体用、そういう…… 

○２番（畑地誉議員）すみません、そういうことじゃなくて、もともと４０の設計

だったんだから、別に４０でよかったんじゃないんですかっていう話なんですよ。

そんな、途中で変えられるんであれば。（発言の声あり） 

○議長（小峯聡議長）はい。建設課長。 

○建設課長（瀧本周三課長）たびたびすみません。施設については、申し訳ありま

せん。４０のメーターであります。ですので、５０でなくて４０のメーターという

ことで御理解いただきたいと…… 

○２番（畑地誉議員）～～～５０できて、４０に落とすの。 

○建設課長（瀧本周三建設課長）そうです。そこについては。一応、担当レベルの

中でもお話をしていて、要は、５０にした理由としましては、やはり今後の夏場の

利用等も含めて、ある程度の水量を確保したいというような部分と、実際、４０か

ら５０に上げることで、水量については約１．５倍程度の量が確保できるというよ

うなところも踏まえまして、このように進めたいというふうに考えております。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）はい。畑地議員。 

○２番（畑地誉議員）ちょっともう一点なんですけど、さっきの工事のもともとの

図面云々という話もありましたけれども、私、ちょっと文書の保管規程というのを

もう一度見直すべきじゃないかなというふうに思っているんですよね。いろんな会

社で文書保存期間って決まってると思うし、多分役場でも規程類でうたっているし、

１０年ごとに何か総務課長が保存期間過ぎたものは見直すみたいな形でなってると

思うんですけども、一般的な会社とか企業は固定資産の取得だとか財産処分だとか

は、普通、永久保存に値すると思うんですよね。ですから、水道の末端かもしれな

いんですけれども、これはやっぱり町のインフラ、財産だと思うんですよね。です

から、工事関係の書類というのは、まず保存すべきものであるというふうに考えま

すし、また、今、文書で書庫にどんどん突っ込むような時代じゃなくて、デジタル

アーカイブというんですか、ほとんどちっぽけなものに入ってくような保存の仕方

もあるんで、ちょっとそろそろ文書の規程、保存規程、見直すべきではないのかな

というふうにちょっと考えたんですけれども、ちょっとお答えいただければと思い

ます。 

○議長（小峯聡議長）はい。副町長。 
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○副町長（菅原秀史副町長）はい。文書の保存規程は町で持ってますが、今、私も

ちょっと、今ありました、設計図が何年ものかという、即答できないんで申し訳ご

ざいませんが、この辺、今言われたことも踏まえた中で、適宜、必要に応じた中で、

見直しも含めた中で考えてまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いしま

す。 

○議長（小峯聡議長）ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第６９号に

ついて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第６９号は原案のとお

り可決されました。 

 

（ 人 事 案 件 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１８、同意第４号、教育委員会教育長の任命について

を議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○町長（横山茂町長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）町長。 

○町長（横山茂町長）同意第４号、教育委員会教育長の任命についてでありますが、

現教育長であります吉田憲司氏の任期が令和４年１０月４日をもって任期満了とな

りますことから、以下の者を教育委員会教育長に任命したいので、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定によって、議会の同意を求めるもの

であります。任命同意を求める方は、住所が沼田町旭町３丁目３番２５号、氏名、

吉田憲司氏、昭和３４年１２月１３日生まれ、６２歳であります。小中一貫連携教

育沼田学園のより一層の推進と沼田町の教育をさらに充実発展のために取り組んで

いただきたく、人格識見ともに優れた人物で、教育長として最適任であります。本

日ここに再任として御提案を申し上げますので、御同意を承りたく御提案申し上げ

ます。令和４年９月１５日提出。沼田町長横山茂。以上、よろしく御審議のほどお

願い申し上げます。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。お諮りいたします。本件は人事案件で

ありますので、質疑、討論を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、本件は質疑、討論を省略す

ることに決定しました。同意第４号について採決いたします。お諮りいたします。

本件は同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、同意第４号は同意すること

に決定しました。 

 

（ 人 事 案 件 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１９、同意第５号、教育委員会委員の任命についてを

議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○町長（横山茂町長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）同意第５号、教育委員会委員の任命についてでありますが、

現委員であります青木健治氏の任期満了が令和４年１０月１７日でありますので、

その後任として下記の者を教育委員会委員に任命いたしたく、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第４条第２項の規定によって、議会の同意を求めるものであ

ります。任命同意を求める方は、沼田町字恵比島１０４番地６６、青木健治氏、昭

和３７年３月１日生まれ、６０歳であります。現委員であります青木健治氏につき

ましては、平成２３年６月から委員を歴任いただき、教育委員として最も適任者と

認め、本日ここに再任として御提案を申し上げますので、御同意を承りたく御提案

申し上げます。令和４年９月１５日提出。沼田町長横山茂。以上、よろしく御審議

のほどお願い申し上げます。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。お諮りいたします。本件は人事案件で

ありますので、質疑、討論を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、本件の質疑、討論は省略す

ることに決定しました。同意第５号について採決いたします。お諮りいたします。

本件はこれに同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）異議なしと認めます。よって、同意第５号は同意することに

決定しました。ここで暫時休憩といたします。 

午後 ５時０８分 休憩 

 

午後 ５時２８分 再開 



 

65 

（ 議事日程の追加 ） 

○議長（小峯聡議長）それでは、再開いたします。議事日程の追加についてお諮り

いたします。ただいま町長から議案２件と大沼議員から発議１件、事務局より陳情

１件が追加案件として提出されました。この際、これを日程に追加したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第７０号、あるくらす

高齢者住宅Ａ棟新築工事（建築主体工事）の請負契約について。議案第７１号、令

和４年度沼田町一般会計補正予算について。発議第２号、北方領土へのビザなし交

流と自由訪問の再開を求める決議。陳情第３号、国土強靭化に資する社会資本整備

等に関する意見書提出を求める陳情について、以上４件を日程に追加することに決

定しました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第２０、議案第７０号、あるくらす高齢者住宅Ａ棟新築

工事（建築主体工事）の請負契約についてを議題といたします。提案理由の説明を

求めます。建設課長。 

○建設課長（瀧本周三課長）はい。議長。議案第７０号、あるくらす高齢者住宅Ａ

棟新築工事（建築主体工事）の請負契約について。下記のとおり請負契約を締結す

るため、地方自治法第９６条第１項第５号の規定によって、議会の議決を求める。

ただし、設計変更に伴い、必要があるときは、請負金額の１０％以内において変更

することができる。記。１、契約の目的、あるくらす高齢者住宅Ａ棟新築工事（建

築主体工事）。２、契約の方法、一般競争入札。３、契約金額、１億７，２９０万３，

４００円。４、契約の相手方、寺岡・広進経常建設共同企業体、深川市５条１１番

９号、寺岡工務株式会社代表取締役社長岩渕賢二。５、工事場所、沼田町南一条一

丁目。６、工期、本契約締結通知日から令和５年８月３１日まで。令和４年９月１

５日提出。町長名でございます。本工事の概要について御説明申し上げます。今回

のあるくらす高齢者住宅Ａ棟新築工事は、沼田町農村型コンパクトエコタウン構想

により、歩いて暮らせるまちづくりを進めており、その範囲の中の南一条一丁目、

旧沼田中学校跡地に位置する、暮らしの安心センター周辺に、高齢者住宅の建築及

び周辺の整備を予定しており、このうち、高齢者住宅を整備するものであります。

本工事の主な内容は、ＲＣ造平屋建て共同住宅の新築に係る建築主体工事であり、

１棟５戸の建築を行うものでございます。なお、今回の契約に当たっての入札は、

一般競争入札により実施しており、８月１８日に公告し、８月１９日から９月６日

まで入札の参加の申込みを受付し、２者により９月１３日入札を実施いたしました。
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参考までに、入札の参加資格は、単体企業の場合は、沼田町の競争入札参加資格者

名簿に登録されており、北空知管内、深川市、沼田町、秩父別町、妹背牛町、北竜

町に本社または支店などを有し、これまでの実績を判断する基準として、平成２４

年度以降に、この工事と同種の施工を行った実績を有していることを主な条件とい

たしました。また、共同企業体の場合は、沼田町経常建設共同企業体に登録されて

いる共同企業体または特定建設工事共同企業体に登録されている共同企業体で、構

成員の１者が単体企業同様の要件を有していることを主な条件といたしました。次

の頁には、資料といたしまして、入札参加者業者を記載しておりますので、お目通

しいただければと思います。以上、あるくらす高齢者住宅Ａ棟新築工事（建築主体

工事）の概要説明とさせていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。はい。上野議員。 

○８番（上野敏夫議員）本当に質問させていただく機会を先に与えていただいて、

ありがとうございます。本当に、その入札金額、入札率は結構低くなると思うんで

すけど、確かにこんな安い金額で、設計変更とか、何かそういう、何か変えたもの

があるのか、それとこの補正を組んでまで入札を延期した意味があるのか、ちょっ

とその辺、その、結果として安いからいいっていうんか、工期が遅れたことによっ

てのその、何ちゅうか、建設課としてっちゅうんか、これからこんなことをやって

もらいたくないんですけど、今後の対応っちゅうんが、この入札金額について、安

くなったということではいいんだけど、その入札率を、補正予算を組んでるから、

相当入札率下がっていると思います。どのぐらいのパーセントなのか、それをまず

お聞かせください。 

○議長（小峯聡議長）はい。建設課長。 

○建設課長（瀧本周三課長）この建築主体工事に係る入札の状況でございますけれ

ども、先ほど御説明したように、２者からの参加申込みがあり、落札については、

税別で１億５，７２０万円でございました。これは、予定価格に対しまして、９９．

７％の落札率となったところであります。今回の落札額と前回の請求額とを比較し

た場合には、８％の増加、金額で約１，２００万円程度の増加した結果となったと

ころでございます。 

○議長（小峯聡議長）はい。上野議員。 

○８番（上野敏夫議員）入札延期して、その物価高騰と、そのいろんな資材が上が

っているという説明の中で、最初は２０から３０パーセントの物価高騰という説明

を受けたんですけど、今の説明であれば、１０パーセント程度で、何でそんなその

数字が大きく変わって、公共施設の入札率が９９って言うんですけど、ちょっとお

かしくありませんか、ちょっとその辺の説明、大きな金額の補正について、お願い
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いたします。 

○議長（小峯聡議長）はい。副町長。 

○副町長（菅原秀史副町長）はい。入札の延期にした段階で、全員協議会のほうで、

私のほうから説明させていただきましたが、その段階で、建築工事、いろいろ部材、

いろいろありますが、広く言って１０パーセントから３０パーセントぐらい、物に

よって値段が変わります。変わっているようです。それらも含めた中で、建築全体、

今回の建築工事、見た中では、概算の数字として２０パーセントということでお話

ししました。ですので、今、上野議員が言われたのは、２０パーセントほどという

部分が、その全協の段階で、まだ積算の前、２０パーセント上がるんでなかろうか

というようなことで説明させていただきまして、前回の８月の末の補正の段階では

１２パーセント、予算額といたしまして、１２パーセントの増加というふうなとこ

ろで説明させていただいております。ですので、２０パーセントというのは、入札

延期に伴う部分の段階での説明の２０パーセントでございます。 

○８番（上野敏夫議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。上野委員。 

○８番（上野敏夫議員）いや、最初のその入札延期のときの２０から３０パーセン

ト上がるという説明を受けたんですよね。それで、～～～さんがもう一回入札の段

階、補正予算組んだときには１０パーセントぐらいって感じになったんだけど、こ

れ、何かちょっと最初のそのイメージが大きいもんで、なんでこんなに下がるの、

下がるのはいいんだけど、何か数字が変わったのと、それとこれは金額的な中に消

費税というのは、これは別なんですか、その動きの、大きな動きがあり過ぎるんじ

ゃないかと思うんですけど、そのことについては、副町長は私たちに言ったパーセ

ントと、それとこれの金額、消費税が含まれていないという感覚でいいのかな。 

○議長（小峯聡議長）はい。副町長。 

○副町長（菅原秀史副町長）７月の段階の全協だったというふうに記憶しておりま

すが、その段階で、物によってかなり、例えば、コンクリートで何パーセントある

いはサッシの窓枠で、そういう意味で１０パーセントから３０パーセントぐらい、

大まかに、今回、そんな中で、建築工事、大体の想定といたしまして、２割程度じ

ゃないかというところで、７月に全協の中で入札延期をいたしたいというふうなこ

とで説明したときに、２０パーセント程度でなかろうかという説明をさせていただ

いたところでございます。８月の、ちょっと日にちはあれですけど、補正予算の段

階、その段階では１２パーセント、予算額でですね、１２パーセントほど当初予算

から見たら増えた金額。ですから、その段階で、私が７月に説明したときから８％

ほどは、ちょっと見込みが違ったというようなところではございます。今ほど課長

からも説明ありましたが、当初予算で見てた設計額、予算額ですが、その金額で落
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ちなかったのかというようなことだろうかと思っておりますが、これは結果として

は、今回、１回の応札で落札しております。その金額だけを見ますと、前の予算額

では不落、落ちなかったということになります。ですけど、その後、２回目の札を

入れたときには、実際には入れてませんので、落ちたかどうかというのは、ちょっ

とその辺は分かりませんけど、今回の落札額、１回目の応札の金額は前回の予算額

を超えておりましたんで、落札にはならなかったということが言えます。 

○議長（小峯聡議長）よろしいですか。 

○８番（上野敏夫議員）はい。 

○議長（小峯聡議長）ほかに。畑地議員。 

○８番（上野敏夫議員）消費税の話、どうだった。 

○議長（小峯聡議長）はい。 

○建設課長（瀧本周三課長）今まで私のほうで御説明させていただいた金額につい

ては、税別のお話をさせていただいておりました。 

○８番（上野敏夫議員）税別ね。 

○建設課長（瀧本周三課長）今の御説明させていただいた分は税別です。はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。畑地議員。 

○２番（畑地誉議員）はい。２番畑地です。ちょっと教えていただければと思うん

ですけれども、入札参加でもう一件の、北垣さんのほうですか、入札金額を教えて

いただきたいと思うんですが、お願いします。 

○議長（小峯聡議長）はい。建設課長。 

○建設課長（瀧本周三課長）結果のほうは、今、手元に資料もあるんですけれども、

ちょっと公表の有無について、ちょっと今、明確ではないものですから、この場面

ではちょっと数字の公表については控えさせていただければと思います。 

○議長（小峯聡議長）はい。ほかに質疑。はい。畑地議員。 

○２番（畑地誉議員）すみません。大体の開きぐらいでも駄目ですか。大体という

か、難しいですか。 

○議長（小峯聡議長）建設課長。 

○建設課長（瀧本周三課長）額面で、約７００万ぐらいの差になっております。 

○２番（畑地誉議員）分かりました。 

○議長（小峯聡議長）ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第７０号に
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ついて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第７０号は原案のとお

り可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第２１、議案第７１号、令和４年度沼田町一般会計補正

予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（村中博隆総務課長）議案第７１号、令和４年度沼田町一般会計補

正予算について。令和４年度沼田町一般会計補正予算を別冊のとおり提出する。令

和４年９月１５日提出。町長名でございます。別冊の令和４年度沼田町一般会計補

正予算（第８号）、１頁をお開きください。令和４年度沼田町一般会計補正予算（第

８号）。令和４年度沼田町の一般会計の補正予算（第８号）は、次に定めるところに

よる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６，

５５０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６０億１，１７５万

２千円と定める。２項を省略させていただきます。令和４年９月１５日提出。町長

名でございます。８頁をお開き願いたいと思います。歳出でございます。６款農林

水産業費、１項２目農業総務費、１８節負担金補助及び交付金、経営継承発展支援

事業補助金４００万円を補正計上するものですが、将来にわたって、地域の農地利

用を担う経営体を確保するため、国と地方が一体となって担い手の経営を継承し、

発展させる取組を支援する制度として、昨年、創設されたところでございます。経

営継承後の経営発展に関する計画を策定した、その計画に基づく取組に対し、１経

営体１００万円を上限として、国と市町村で２分の１ずつ支援する制度となってご

ざいます。今年度につきましては４件の申請がございまして、４００万円を計上し

てございます。財源は、国の負担分、２００万円を計上しておりますが、国負担分

につきましては、一般社団法人全国農業会議所を経由して町に交付されることから、

財源は、国庫補助金ではなく、諸収入として計上させていただいてございます。１

０目基幹水利施設管理事業費、１４節工事請負費恵比島揚水機場２号揚水ポンプ電

動機修繕工事６，１５０万円を補正計上するものですが、このたび修繕する電動機

は、昭和４８年に納入されたものでございまして、揚水期間中の８月の１０日に異

音が発生し、緊急停止に至っております。原因調査の結果、電動機本体の経年劣化

によるコイルの不具合が発生したものと判断し、来年度の揚水開始までに修繕する

ことで関係機関と協議を取り進め、所要額を補正計上するものでございます。財源

は、農業水路等長寿命化防災・減災事業補助金、補助率、国５５パーセント、道１
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４パーセントで４，２４３万５千円と受益者分担金１，４２９万８千円、北竜町の

負担金といたしまして９５万３千円を計上してございます。７頁へお戻りください。

歳入です。１２款地方交付税、１項１目地方交付税５８１万４千円を増額するもの

でございます。今回提案してございます歳出予算に特定財源などを充当して、なお

不足する額について地方交付税を増額いたしまして、収支の均衡を図ったものでご

ざいます。１４款分担金及び負担金、１項１目農林水産業費分担金１，４２９万８

千円、２項２目農林水産業費負担金９５万３千円、１７款道支出金、２項４目農林

水産業費道補助金４，２４３万５千円を補正計上するものですが、歳出６款農林水

産業費で御説明いたしました、基幹水利施設恵比島揚水機場電動機修繕に係る補助

金をそれぞれ計上しております。２２款諸収入、４項５目雑入、１４節雑入、経営

継承発展支援事業補助金２００万円の補正増につきましては、歳出、６款農林水産

業費で御説明いたしました、経営継承発展支援事業補助金の財源として補正計上す

るものです。以上、申し上げまして提案説明とさせていただきます。御審議のほど

よろしくお願いします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第７１号に

ついて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）異議なしと認めます。よって、議案第７１号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 決議案の審議 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第２２、発議第２号、北方領土へのビザなし交流と自由

訪問の再開を求める決議を議題といたします。提出者より説明を求めます。大沼議

員。 

○１０番（大沼恒雄議員）この席でよろしいですか。 

○議長（小峯聡議長）はい。 

○１０番（大沼恒雄議員）はい。朗読を持って説明に代えたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 
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（以下、決議案を朗読） 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。この際、質疑、討論を省略したいと思

います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認め、質疑、討論を省略いたします。発議第２

号について採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決議すること

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）異議なしと認めます。よって、発議第２号は原案のとおり決

議することに決定しました。 

 

（ 陳情の審議 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第２３、陳情第３号、国土強靱化に資する社会資本整備

等に関する意見書提出を求める陳情についてを議題といたします。お諮りいたしま

す。本陳情については、会議規則第９２条第２項の規定により、委員会付託を省略

したいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）異議なしと認めます。よって、陳情第３号は、委員会付託を

省略することに決定しました。直ちに審議に入ります。お諮りいたします。この際、

討論を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）異議なしと認めます。よって、討論を省略することに決定し

ました。陳情第３号について採決いたします。お諮りいたします。本陳情を採択す

ることに決定して御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）異議なしと認めます。よって、陳情第３号は採択することに

決定しました。ここで暫時休憩いたします。 

午後 ５時５１分 休憩 

 

午後 ５時５２分 再開 

（ 議事日程の追加 ） 

○議長（小峯聡議長）それでは、再開します。議事日程の追加についてお諮りいた

します。先ほど採択されました陳情に伴う意見案が提出されました。これを日程に

追加し、議題にしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（小峯聡議長）異議なしと認めます。よって、意見案第４号を日程に追加す

ることに決定しました。 

 

（ 意見案の審議 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第２４、意見案第４号、国土強靱化に資する社会資本整

備等に関する意見書案についてを議題といたします。お諮りいたします。この際、

討論を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）異議なしと認めます。よって、討論を省略することに決定し

ました。意見案第４号について採決いたします。お諮りいたします。本案は原案の

とおり関係機関に提出することに決定して御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）異議なしと認めます。よって、意見案第４号は原案のとおり

関係機関に提出することに決定しました。 

 

（ 閉 会 宣 言 ） 

○議長（小峯聡議長）以上で、本定例会に付議された案件は全て終了いたしました。

会議規則第７条の規定によって、本日で閉会にしたいと思いますが、御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）異議なしと認めます。本定例会は本日で閉会することに決定

しました。これにて、令和４年第３回沼田町議会定例会を閉会いたします。御苦労

さまでした。 

 

午後 ５時５４分 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




